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12教職第324号

平成12年10月5日

高知県教育委員会事務局

教職員課長

教育職員免許状に関する取扱いの平成12年度改正について（通知）

教育職員免許法及び同法施行規則の一部が改正されたこと等に伴う、うえのことについて

は、別添のとおりとなっていますので、参考までに一括してお知らせします。

今後、関係者から問い合わせがあった際には、ご指導をよろしくお願いします。

なお、主な改正内容等は下記のとおりです。

記

1　教育職員免許状に関する規則等の一部を改正する規則（平成12年5月2日高知県教育

委員会規則第11号）関係　※別添1

（1）二種免許状所有者又は実習助手が、認定講習、通信教育等により所要の単位を修得し、

教育職員検定により一種免許状を取得する場合における、平成10年改正法による改正

前の教育職員免許法（以下「旧法」という。）の規定の適用に係る経過措置の延長

①　幼稚園・小学校・中学校教諭二種免許状及び養護教諭二種免許状所有者が、平成15

年3月31日までに旧法の規定により10単位以上修得した場合は、実務年数が経過し

た時点（平成15年3月31日以降も含む。）で免許状の授与の出願が可能となったこ

と。（資料1～10参照）

②　実習助手が平成15年3月31日までに旧法の規定により10単位以上修得した場合

は、実務年数が経過した時点（平成15年3月31日以降も含む。）で免許状の授与の

出願が可能となったこと。

（2）施行期日

平成12年4月1日



2　教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則（平成12年8月29日高知県教育委

員会規則第17号）関係　※別添2

（1）高等学校教諭一種免許状の教科として「情報」及び「福祉」が新設されたことに伴い、

これら教科に関する現職教員等講習の修了者が、免許状の授与を出願する場合に必要な

提出書類に係る規定の整備を行ったこと。

①「情報」の高等学校教諭一種免許状の授与を出願する場合の提出書類

ア　教育職員免許状授与（検定）願

イ　履歴書

り　数学、理科、看護、家庭、農業、工業、商業、水産、情報技術又は情報処理の高

等学校教諭普通免許状の写し

エ　文部省が実施する、情報の教科に関する現職教員等講習の修了証明書

②「福祉」の高等学校教諭一種免許状の授与を出願する場合の提出書類

ア　教育職員免許状授与（検定）願

イ　履歴書

り　公民、看護又は家庭の高等学校教諭普通免許状の写し

エ　文部省が実施する、福祉の教科に関する現職教員等講習の修了証明書

（2）施行期日

平成12年8月29日

3　教育職員免許法の改正に伴う専修免許状取得に必要な単位数の逓減措置の廃止について

（1）一種免許状を所有する者が教育職員検定により専修免許状を取得する場合について、

実務年数に応じて必要単位数が逓減する措置が廃止されたこと。

（資料11参照）

（2）施行期日

平成12年7月1日

4　教育職員免許状に関する規則の一部を改正する規則（平成12年3月28日高知県教育委

員会規則第5号）関係　※別添3

（1）出願書類の変更（資料12参照）

①「本籍地の市町村長の発行する身分に関する証明書」を「宣誓書」に改めたこと。

②「保健所の医師等が発行する身体に関する証明書」を「身体に関する証明書」に改

め、証明者については、「保健所及び国公立病院の医師」に限っていたものを「医師」

に範囲を広げたこと。

（2）施行期日

平成12年4月1日



（資料1）

旧法適用に係る経過措置の早見表

※　実務年数及び必要単位数は資料2～10を参考にしてください。



（資料2）
対象者：平成15年3月31日までに旧法で10単位を修得しようとする方

幼稚園教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、短大卒→12年以上の場合）

区分 免許法施行規則に規定する科目 必要単位数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教 育 の 本 質 及 び　 目　標　に　関 す　る　科　 目

2　単 位 以 上

5　単 位

幼 児 、児 童 又 は 生 徒 の 心 身 の 発 達 及 び

学　 習　 の　 課　 程　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教　 育　 に　係　 る　 社　 会　 的 、 制　 度　 的　 又　 は

経　 営　 的　 な　 事 ．項　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教 育 の 方 法 及 び 技 術 （情 報 機 器 及 び

教 材 の 活 用　を 含 む 。）に　関 す る　科　 目

教　 育　 課　 程　 一　 般　 に　 関　 す　 る　 科　 目

1 単 位 以 上保　 育　 内　 容　 に　 関　 す　 る　 科　 目

指　 導　 法　 に　　 関　 す　　 る　　 科　　 目

教科に

関する

科目

音楽、図画工作及び
体育について各 1 単
位以上

5　単 位

計 1 0 単位



対象者：新法で10単位を修得しようとする方

幼稚園教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、　短大卒→12年以上の場合）

（資料3）

区

分
免 許 法 施 行 規 則 に 規 定 す る 科 目 必　 要　 単　 位　 数 計

／‾、

教

職

に

関

す

る

科

目

教 職 の 意 義

等 に 関 す る

科 目

教 職 の 意 義 及 び 教 員 の 役 割

2　 単　 位　 以　 上

7 単 位

教 員 の 職 務 内 容 （研 修 、 服 務

及 び 身 分 保 障 等 を 含 む 。 ）

進 路 選 択 に 資 す る 各 種 の 機 会 の 提 供 等

教 育 の 基 礎

教 育 の 理 念 並 び に 教 育 に

関 す る 歴 史 及 び 思 想

幼 児 、 児 童 及 び 生 徒 の 心 身 の 発 達 及 び 学

理 論 に 閑 す 習 の 過 程 （障 害 の あ る 幼 児 、児 童 及 び 生

る 科 目 徒 の 心 身 の 発 達 及 び 学 習 の 過 程 を 含 む 。）

教 育 に 関 す る 社 会 的 、 制 度 的

又　 は　 経　 営　 的　 事　 項

教 育 課 程 及

び 指 導 法 に

関 す る 科 目

教 育 課 程 の 意 義 及 び 編 成 の 方 法

4　 単　 位　 以　 上

保　 育　 内　 容　 の　 指　 導　 法

道　　 徳　　 の　　 指　　 導　　 法

教 育 の 方 法 及 び 技 術

（情 報 機 器 及 び 教 材 の 活 用 を 含 む 。 ）

生 徒 指 導 、

教 育 相 談 及

び 進 路 指 導

等 に 関 す る

科 目

幼　 児　 理 解　 の　 理　 論　 及　 び 方　 法

1 単　 位　 以　 上
教 育 相 談 （カ ウ ン セ リ ン グ に 関 す る 基 礎

的 な 知 識 を 含 む 。） の 理 論 及 び 方 法

教 科 に 関 す る
科 目

小 学 校 の 6 教 科 （注 ） か
ら 1 教 科 1 単 位 以 上 1 単 位

教 科 又 は 教 職
に 関 す る 科 目

2 単 位 以 上
（上 記 の 科 目 か ら選 択 ） 2 単 位

計 1 0 単 位

（注）　小学校の6教科とは、国語、算数、生活、音楽、図画工作及び体育をいいます。



（資料4）
対象者：平成15年3月31日までに旧法で10単位を修得しようとする方

小学校教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、短大卒→12年以上の場合）

区分 免許法施行規則に規定する科目 必要単位数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教 育　の 本 質 及 び　目　標　に　関 す　る　科　 目

2　単 位 以 上

5　単 位

幼 児 、児 童 又 は 生 徒 の 心 身 の 発 達 及 び

学　 習　 の　 課　 程　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教　 育　 に　係　 る　社　 会　 的 、 制　 度　 的　 又　 は

経　 営　 的　 な　 事　 項　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教 育 の 方 法 及 び 技 術 （情 報 機 器 及 び

教 材 の 活 用　を 含 む 。）に　関 す る 科　目

教　 科　 教　 育　 法　 に　 関　 す　 る　 科　 目
1 教 科

1 単 位 以 上

道　 徳　 教　 育　 に　 関　 す　 る　 科　 目

1 単 位 以 上特　 別　 活　 動　 に　 関　 す　 る　 科　 目

生 徒 指 導 及 び 教 育 相 談 に 関 す る 科 目

教科に

関する

科目

小学校の 9 教科（注
1）のうち 3 以上の教
科について各 1単位
以上。ただし、音 ・
図 ・体のうちどれか
1 つは必ず含むこと

5　単 位

．計 1 0 単位

（注1）　小学校の9教科とは、国語（書写を含む）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、
家庭及び体育をいいます。



（資料5）
対象者：新法で10単位を修得しようとする方

小学校教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、　短大卒→12年以上の場合）

区

分
免 許 法 施 行 規 則 に 規 定 す る 科 目 必　要　単　位　数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義

等に関する

科目

教 職 の 意 義 及 び 教 員 の 役 割

2　単　位　以　上

7 単位

教 員 の 職 務 内 容 （研 修 、 服 務

及 び 身 分 保 障 等 を 含 む 。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の基礎

教 育 の 理 念 並 び に 教 育 に
関 す る 歴 史 及 び 思 想
幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学

理論に閑す 習の過程（障害のある幼児、児童及び生
る科 目 徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 に 関す る社 会 的 、 制 度 的

又　 は　 経　 営　 的　 事　 項

教育課程及

び指導法に
関する科目

各　 教　 科　　 の　 指　 導　 法
3 教科 ・各 1 単位以上

ただし、昔 ・図 ・体の
うちどれか 1 つは必修

教 育課 程 の意 義 及 び編 成 の方 法

4 単 位 以 上

（各教科の指導法を含む。）

道　　 徳　　 の　　 指　　 導　　 法

特　 別　 活　 動　 の　 指　 導　 法

教 育 の 方 法 及 び 技 術
（情報機器及び教材の活用を含む。）

生徒指導、
教育相談及
推 断 誉

科目

生　徒　指　導　の　理　論　及　び 方　法

1 単　位　以　 上
教育相談 （カウンセリングに関する基礎

的な知識 を含む。）の理論及び方法

進　路　指　導　の　理　論　及　び 方　法

教
科

教
に

科に関する
目

科又は教職
関する科日

計

小学校の9 教科 （注）か
ら 1 教 科 1 単 位以 上

2 単 位 以 上
（上記の科目から選択）

1 単位

2 単位

10 単位

（注）　小学校の9教科とは、国語（書写を含む）、社会、算数、理科、生活、音楽、図画工作、
家庭及び体育をいいます。



（資料6）
対象者：平成15年3月31日までに旧法で10単位を修得しようとする方

中学校教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、短大卒→12年以上の場合）

区分 免許法施行規則に規定する科目 必要単位数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教 育　の、本 質 及 び　 目　標　に　関 す　る　科　 目

任　　　 意 2　単 位

幼 児 、児 童 又 は 生 徒 の 心 身 の 発 達 及 び

学　 習　 の ・課　 程　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教　 育　 に　係　 る　社　 会　 的 、 制　 度　 的　 又　 は

経　 営　 的　 な　 事　 項　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教 育 の 方 法 及 び 技 術 （情 報 機 器 及 び

教 材 の 活 用　を 含 む 。）に 関 す　る　科　 目

教　 科　 教　 育　 法　 に　 関　 す　 る　 科　 目

道　 徳　 教　 育　 に　 関　 す　 る　 科　 目

特　 別　 活　 動　 に　 関　 す　 る　 科　 目．

生徒指導、教育相談及 び進路指導 に関する科 目

教科に

関する

科 目

教科に関する科目一
覧表の当薮教科の科
目のうち 2／3 以上の
科目について最低修
得単位数の半数

8　単 位

計 1 0 単位

※教科に関する科目の一覧表は、資料10「教科に関する科目一覧表（中学校）（旧法）」を参照



（資料7）
対象者：新法で10単位を修得しようとする方

中学校教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：大卒→6年以上、　短大卒→12年以上の場合）

区

分
免 許 法 施 行 親‘‾則 に 規 定 す る 科 目 必　 要　 単　 位　 数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義

等に関する

科目

教 職 の 意 義 及 び 教 員 の 役 割

2　単　 位　 以　 上

5 単 位

教 員 の 職 務 内 容 （研 修 、 服 務

及 び 身 分 保 障 等 を 含 む 。）

進路選択に資する各種の機会の提供等

教育の基礎

教 育 の 理 念 並 び に 教 育 に

関 す る 歴 史 及 び 思 想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学

理論に閑す 習の過程 （障害のある幼児、児童及び生

る科目 徒の心身の発達及び学習の過程を含む。）

教 育 に 関 す る 社 会 的 、 制 度 的

又　 は　 経　 営　 的　 事　 項

教育課程及

び指導法に

関する科目

各　 教　 科　　 の　　 指　 導　　 法

2　単　 位　 以　 上

教 育 課 程 の 意 義 及 び 編 成 の 方 法

道　　 徳　　 の　　 指　　 導　　 法

特　 別　 活　 動　 の　 指　 導　 法

教 育 の 方 法 及 び 技 術

（情報機器及び教材の活用を含む。）

生徒指導、

教育相談及

び進路指導

等に関する

科目

生　徒　指　 導　 の　理　 論　及　 び　方　法

1 単　 位　 以　 上

教育相談 （カウンセリングに関する基礎

的な知識 を含 む。） の理論 及び方法

進　 路　指　 導　 の　理　 論　及　 び　方　法

教科に関する

科 目

教科に関する科 目一覧表

の 当 該 教 科 の う ち

1 科 目 以 上

3 単 位

教科又は教職
に関する科目

1 単 位 以 上
（上記の科目から選択） 2 単 位

計 10 単位

※　教科に関する科目の一覧表は、資料10「教科に関する科目一覧表（中学校）（新法）」を参照



（資料8）
対象者：平成15年3月31日までに旧法で10単位を修得しようとする方

養護教諭一種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：5年以上の場合）

区分 免許法施行規則に規定する科目 必要単位数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教 育　 の 本 質　及 び　 目　標　 に　関 す　 る　科　 目

任　　　 意 2　単 位

幼 児 、児 童 又 は 生 徒 の 心 身 の 発 達 及 び

学　 習　 の　 課　 程　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教育 課程 に関す る科 目 （道 徳教 育 に関す る科 目

及　 び　 特　 別　 活　 動　 に　 関　 す　 る　 科　 目 ）

生 徒 指 導 及 び 教 育 相 談 に 関 す る 科 目

教　 育　 に　 係　 る　 社　 会　 的 、 制　 度　 的　 又　 は

経　 営　 的　 な　 事　 項　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教 育 の 方 法 及 び 技 術 （情 報 機 器 及 び

教 材 の 活 用　 を 含 む 。） に 関 す る　科　 目

養護に

関する

科 目

衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学 （予 防 医 学 を 含 む 。） 2 単位以上

8　単 位学校保健 （養護教諭の職務 を含む。） 2 単位以上

栄養学 （食品学を含む。） 2 単位以上

計 1 0 単位



（資料9）
対象者：新法で10単位を修得しようとする方

養護校教諭1種免許状取得に必要な科目と10単位の内訳表
（実務年数：5年以上の場合）

区

分
免 許 法 施 行 規 則 に 規 定 す る 科　 目 必　 要　 単　 位　 数 計

教

職

に

関

す

る

科

目

教職の意義

等に関する

科目

教 職 の 意 義 及 び 教 員 の 役 割

2　単　 位　 以　 上

4 単 位

教 員 の 職 務 内 容 （研 修 、 服 務

及 び 身 分 保 障 等 を 含 む 。）

進路選択 に資する各種の機会 の提供等

教育の基礎

教 育 の 理 念 並 び に 教 育 に

関 す る 歴 史 及 び 思 想

幼児、児童及び生徒の心身の発達及び学

理論に閑す 習の過程 （障害のある幼児、児童及び生

る科 目 徒の心身の発達及び学習の過 程を含む。）

教 育 に 関 す る 社 会 的 、 制 度 的

又　 は　 経　 営　 的　 事　 項

教育課程に

関す る科 目

教 育 課 程 の 意 義 及 び 編 成 の 方 法

2　単　 位　 以　 上

道 徳 及 び 特 別 活 動 に 関 す る 内 容

教 育 の 方 法 及 び 技 術

（情報機器 及び教材 の活用 を含 む。）

生徒指導及

び教育相談

に関する科

生　 徒　 指　 導　 の　 理　 論　 及　 び　 方　 法

教育相談 （カウンセ リングに関する基礎

目 的 な知 識 を含 む 。） の理 論 及 び 方 法

養護に関する

科 目

衛 生 学 及 び 公 衆 衛 生 学

（ 予 防 医 学 を 含 む 。 ）
2　単　 位　 以　 上

6 単 位
学　　　　 校　　　　 保　　　　 健

2　単　 位　 以　 上
養　　　　 護　　　　 概　　　　 説

栄 養 学 （食 品 学　 を 含 む 。） 2　単　 位　 以　 上

養護又は教職

に関する科 目

計 10 単位



（資料10）
修　得　単　位　読　替　表

教職に関する科目（小学校・中学校）

昭和 6 3 年改正法 （旧法） 平成 1 0 年改正法 （新法）

・教 育の本質及び 目標 に関す る科 目 ・教 育 の基礎理論 に関す る科 目
・幼 児、児童又 は生徒 の心 身の発達 及び学 習の
過 程 に関す る科 目

・教 育 に係 る社会的、制度 的又は経 営的な事項
に関す る科 目

・教 科教育法 に関す る科 目 ・教 育課程及び指導法 に関す る科 目
・道 徳教育 に関す る科 目
・特 別活動 に関す る科 目
・教 育 の方法及び技術 （情報機器 及び教材 の括
用 を含 む。） に関す る科 目

・生徒指導及び教育相談 に関す る科 目（小学校 ） ・生徒指導 、教育相談及び進路指導等 に関す
・生徒指導 、教育相談及 び進 路指導 に関す る科 る科 目
目 （中学校）

教科に関する科目一覧表（中学校）（旧法）

教 昭和 6 3 年 改 正 法 の 最 低修 得

科 教 科 に 関す る科 目 単位 数

国
・国 語 学 （音 声 言 語 及 び文 章 表 8 又 は 6

8 又 は 6

現 に 関す る も の を含 む。）
静 ・国 文 学 （国 文 学 史 を含 む。）

・漢 文 学 4 又 は 2
・書 道 （書 写 を 中心 とす る。） 4

数
・代 数 学 6 又 は 4
・幾 何 学 6 又 は 4

学 ・解 析 学 4
・「確 率 論 、統 計 学 」 4 又 は 2
・コ ン ピュー タ 2

立
日

・ソル フ ェー ジ ュ 2
・声 楽 （合 唱 を含 む 。） 6 又 は 4
・器 楽 （合 奏 及 び 伴 奏 を含 む。） 8 又 は 6

楽 ・指 揮 法 2
・音 楽 理 論 、作 曲 法 （編 曲 法 を 4
含 む 。）及 び 音 楽 史 （日本 の伝
統 音 楽 及 び 民 族 音 楽 を含
む。）

美
術

・絵 画 6 又 は 4

・彫 刻 6 又 は 4

・デ ザ イ ン 6 又 は 4

・工 芸 6 又 は 4

教 昭 和 6 3 年 改 正 法 の 最低 修 得

科 教 科 に 関す る科 目 単 位 数

社
・日本 史 及 び外 国史 6
・地 理 学 （地 誌 を含 む。） 6

A
‡

・「法 律 学 、政 治 学」 2
・「社 会 学 、経 済 学 」 2
・「哲 学 、倫 理 学 、宗 教 学 」 4

理

・物 理 学 3
・物 理 学 実 験 （コ ン ピュー タ活 2

3
用 を含 む。）

・化 学
・化 学 実 験 （コ ン ピュー タ活 用 2

3
を含 む。）

科 ・生 物 学
・生 物 学 実 験 （コ ン ピュー タ括 2

3
用 を含 む。）

・地 学
・地 学 実 験 （コ ン ピュー タ活 用 2
を含 む。）

保

・体 育 実 技
5・「体 育 原 理 、体 育 心 理 学 、 体

育 経 営 管 理 学 、体 育 社 会 学 」 6

2

及 び 運 動 学 （運 動 方 法 学 を
健 含 む 。）
体 ・美 術 理 論 及 び 美術 史
育 ・生 理 学 （運 動 生 理学 を含 む。） 4 又 は 2

・衛 生 学 及 び公 衆 衛 生学 2
・学 校 保 健 （小児 保 健 、精 神 保 5
健 、学 校 安 全 及 び救 急 処 置 を
含 む 。）



教

科
教科に関する科 目

最低修得

単位数

技

・木材加工 （製図及び実習を含 6 又は4
む。） 4 又は 2

・金属加工 6 又は4
術 ・機械（実習を含む。）．， 6 又は4

・電気 （実習を含む。） 2
・栽培（実習を含む。） 2
・情報基礎 （実習を含む。）

職
・産業概説 2
・職業指導 4

業 ・「農業、ユ 業、商業、水産」 1 0
・農業実習、工業実習、商業 4
実習、水産実習、商船実習」

英
・英語学 6
・英米文学 6

語 ・英語コミュニケーション 6
・比較文化 （外国事情を含む。） 2

教科に関する科目一覧表（中学校）（新法）

教

科
教科 に関す る科 目

最低修得

単位数

家

・家庭経営学 （家族 関係学 及び 4

6 又 は 4

6 又は 4

4 又は 2

家庭経済学 を含 む。）
・被服学 （被服制作実習 を含

庭 む。）
・食 物 学 （栄 養学 、食 品学 及 び
調理実習 を含 む。）

・住 居学 （製 図を含む。）
・保 育学 （家庭看護 を含む。） 2
・家 庭電気 ・機械 2

職 ・職 業指導 4
業 ・職 業指導 の技術 1 0
指
導

・職 業指導 の運営管理 6

宗
・宗教 学 8 又 は 6
・宗教史 8 又 は 6

教 ・「教理学 、哲 学」 6 又 は 4

教 科 平 成 1 0 年 改 正 法 の教 科 に 関す る科 目 平 成 1 2 年 改 正 法 の教 科 に関 す る科 目 最低朗 単位数

国 語

・国 語 学 （音 声 言 語 及 び 文 章 表 現 に 関
す る もの を含 む。）

・国 文 学 （国 文 学 史 を含 む 。） 同　 左

1

1
・漢 文 学 1
・書 道 （書 写 を 中 心 とす る。） 1

社 会

■日本 史 及 び外 国 史

同　 左

1
・地 理 学 （地 誌 を含 む。） 1
・「法 律 学 、政 治 学 」 1
・「社 会 学 、経 済 学 」 1
・「哲 学 、倫 理 学 、宗 教 学 」 1

数 学

・代 数 学

同　 左

1
・幾 何 学 1
・解 析 学 1
・「確 率 論、統 計 学 」 1
・コ ン ピ ュー タ 1

理 科

・物 理 学

同　 左

1
・物 理 学 実 験 （コ ン ピ ュー タ活 用 を含
む。）

・化 学

1

1
・化 学 実 験 （コ ン ピ ュー タ活 用 を含
む。）

・生 物 学

1

1
・生 物 学 実 験 （コ ン ピ ュー タ 活 用 を含
む。）

・地 学

1

1
・地 学 実 験 （コ ン ピュ ー タ 活 用 を含
む。）

1



教科 平成 1 0 年改正法の教科に関する科 目 平成 1 2 年改正法の教科に関する科 目 ．最低修得単位数

音楽

・ソルフェージュ ・ソルフェージュ 1
・声楽 （合唱を含む。） ・声楽 （合唱及び 日本の伝統的な歌唱

を含む。）

・器楽 （合奏及び伴奏並びに和楽器 を
含む。）

・指揮法

1

・器楽 （合奏及び伴奏を含む。） 1

・指揮法 1
・音楽理論、作曲法 （編曲法を含む。）及 ・音楽理論、作曲法 （編曲法を含む。）及 1
び音楽史 （日本 の伝統音楽及び民族 び音楽史 （日本の伝統音楽及び諸氏
音楽を含む。） 族の音楽を含む。）

美術

・絵画 ・絵画 （映像メディア表現を含む。） 1
・彫刻 ・彫刻 1
・デザイン ・デザイン （映像メディア表現を含

む。）

・工芸

1

・工芸 1
・美術理論及び美術史 ・美術理論及び美術史 （鑑賞並び 日本

の伝統美術及びアジアの美術を含
む。）

1

保健
体育

・体育実技

同　 左

1
・「体育原理、体育心理学、体育経営管
理学、体育社会学」及び運動学 （運動
方法学を含む。）

・生理学 （運動生理学を含む。）

1

1
・衛生学及び公衆衛生学 1
・学校保健 （小児保健、精神保健、学校
安全及び救急処置 を含む。）

1

保健
・生理学及び栄養学

同　 左
1

・衛生学及び公衆衛生学 1
・学校保健 （小児保健、精神保健、学校 1
安全及び救急処置 を含む。） 1

技術

・木材加工 （製図及び実習を含む。） ・木材加工 （製図及び実習を含む。） 1
・金属加工 ・金属加工 （製図及び実習を含む。） 1
・機械 （実習を含む。） ・機械 （実習を含む。） 1
・電気 （実習 を含む。） ・電気 （実習を含む。）、 1
・栽培 （実習 を含む。） ・栽培 （実習を含む。） 1
・情報基礎 （実習を含む。） ・情報 とコンピュータ （実習を含む。） 1

家庭

・家庭経営学 （家族関係学及び家庭経 ・家庭経営学 （家族関係学及び家庭経 1

1
済学を含む。） 済学を含む。）

・被服学 （被服制作実習を含む。） ・被服学 （被服制作実習 を含む。）
・食物学 （栄養学、食品学及び調理実習 ・食物学 （栄養学、食品学及び調理実習 1

1
を含む。） を含む。）

・住居学 （製図を含む。） ・住居学
・保育学 （家庭看護を含む。） ・保育学 （実習を含む。） 1
・家庭電気 ・機械 （削除） 1

職業

・産業概説

同　 左

1
・職業指導 1
・「農業、工業、商業、水産」 1
・「農業実習、工業実習、商業実習、
水産実習、商船実習」

1



教科 平成 1 0 年改正法の教科に関する科目 平成 1 2 年改正法の教科に関する科 目 醜齢単位数

職業 ・職業指導
同　 左

1
指導 ・職業指導の技術 1

・職業指導の運営管理 1

英語
・英語学 ・英語学 1
・英米文学 ・英米文学 1
・英語コミュニケーション ・英語 コミュニケーション 1
・比較文化 （外国事情を含む。） ・異文化理解 1

宗教
・宗教学

同　 左
1

・宗教史 1
・「教理学、哲学」 1

備考（旧法、新法の共通内容）
1教科に関する科目は、一般的包括的な内容を含むものでなければならない。
2　英語以外の外国語の教科に関する科目の単位の修得方法は、それぞれ英語の場合の例に

／一、　　よるものとする。
3　「」書きの科目については、「」内の1以上の科目について単位修得をするものとす
る。ただし、「農業、工業、商業、水産」はこれらの科目のうち2以上の科目（商船をもっ
て水産と替えることができる。）についてそれぞれ2単位以上を修得するものとする。

注　　平成13年3月31日までの間に修得した平成12年改正法前の音楽、美術、技術、
家庭又は外国語の教科に関する科目の単位については、平成12年改正法後の教科に関す
る科目の規定にかかわらず、当該教科について中学校教諭免許状の授与を受ける場合の教
科に関する科目の単位とみなすことができる。

教職に関する科目（養護教諭）

昭和 6 3 年改正法 （旧法） 平成 1 0 年 改正法 （新法）

・教育 の本質 及び 目標 に関す る科 目 ・教育 の基礎理 論 に関す る科 目
・幼児 、児童又は生徒 の心 身の発達 及び学習の
過程 に関す る科 目

・教育 に係 る社 会的、制度的 又は経 営的な事項
に関す る科 目

・教 育課 程 に関する科 目 （道 徳教育 に関す る科 ・教育課程 に関す る科 目
目及び特別活動 に関す る科 目を含 む。）

・教育 の方法及び技術 （情報機器 及び教材 の括
用 を含 む。）に関す る科 目

・生徒指 導及び教育 相談 に関す る科 目 ・生徒指導 及び教 育相談 に関す る科 目

養護に関する科目（養護教諭）

昭和 6 3 年改正法 （旧法） 平成 1 0 年改 正法 （新法）

・衛生学及び公衆衛 生学 （予 防医学 を含 む。） ・衛生学 及び公衆衛 生学 （予防医学 を含 む。）

・学校保健 （養護教 諭の職務 を含 む。） ・学校保健

・学校保健 （養護教 諭の職務 を含 む。） ・養護概説

・栄養学 （食 品学 を含 む。） ・栄養学 （食 品学 を含 む。）
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教育職長免許法の改正に伴う専修免許状取得に必要な単位数の逓減措置の廃止について

「教育職員免許法等の一部を改正する法律」が、平成12年7月1日付けで施行された

ことに伴い、一種免許状を所有している方が教育職員検定により専修免許状を取得する場

合について、実務年数に応じて必要単位数が逓減する措置が廃止されました。

このことにより、最低実務年数3年、最低15単位の修得が必要となりました。

（経過措置）

●　下記条件を満たす方は、改正前の逓減措置の適用を受けることができます。

（1）平成9年7月1日までに一種免許状を所有している方

（2）平成12年7月1日の時点で3年の実務年数を満たし、下表の実務年数に応じた

最低修得単位数を平成16年3月31日までに修得された方

（改正前）

一種免許状

（改正後）

一種免許状

実務年数
3 年以上 4 年以上 5年以上 6年以上

4 年未満 5年未満 6年未満

最低修得単位数 1 5単位 1 2単位 9 単位 6単位

実務年数 3 年以上

最低修得単位数 1 5 単位

専修免許状

問い合わせ先　　高知県教育委員会事務局　教職員課　総務班　森

TELO88－821－4731　　　　FAX O88－821－4558

専修免許状
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普通免許状の出願に必要な主な提出書類

1　大学卒業等により、免許状の授与を出願する場合（免許法第5条別表第1・2）

免許状の種類 改正前の提出書類 改正された提出書類

小学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 教育職員免許状授与 （検定）顧 同左

中学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 履歴書 履歴書（様式の一部変更）

高等学校教諭　 専修 ・一種免許状 卒業証明書 同左

盲学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 単位修得証明書 同左

聾学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 木靴の柵柏の斯する身釧こ＃する証職 宣誓書

養護学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （戸籍抄本） （同左）

幼稚園教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （基礎となる免許状 （写し）） （同左）

養護教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （実務に関する証明書） （同左）

（介護等体験証明書） （同左）

2　現職教員等が教育職員検定（実務年数＋単位修得）により、上級免許状又は盲・聾・養護学校教諭二

種免許状の授与を出願する場合（免許法策6条別表第3・6・7）

免許状の種類 改正前の提出書類 改正された提出書類

小学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 教育職員免許状授与 （検定）顧 同左

中学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 履歴書 履歴書（様式の一部変更）

高等学校教諭　 専修 ・一種免許状 基礎となる免許状 （写） 同左

幼稚園教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 単位修得証明書 同左

養護教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 実務に関する証明書 同左

盲学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （教科に関する証明書） （同左）

聾学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （戸籍抄本） （同左）

養護学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 （実務に関する証明書交付願） （同左）

（教科に関する証明書交付願） （同左）

（卒業証明書） （同左）

3　中学校・高等学校教諭免許状所有者が、所有教科以外の教科の免許状の授与を出席する場合

（免許法第6粂別表第4）

免許状の種類 改正前の提出書類 改正された提出書類

中学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 教育職員免許状授与 （検定）顧 同左

高等学校教諭　 専修 ・一種免許状 履歴書 履歴書（様式の一部変更）

基礎となる免許状 （写） 同左

単位修得証明書 同左

車軸の市晰長の斬する身分に丙する証哺 宣誓書

雑所の紺等が析する身削こ関する調書

（戸籍抄本）

身体に関する証明書

（身体に関する証明書の申立書）

（同左）



4　実習助手等が教育職員検定（実務年数＋単位修得）により、実習教科の免許状の授与を出席する場合

（免許法第6粂別表第5）

免許状の種類 改正後の提出書類 改正前の提出書類

中学校教諭　 専修 ・一 ・二種免許状 教育職員免許状授与 （検定）顧 同左

高等学校教諭　 専修 ・一種免許状 履歴書 履歴書（様式の一部変更）

基礎となる免許状（写） 同左

単位修得証明書 同左

実務に関する証明書 同左

（実地経験に関する証明書） （同左）

（卒業証明書） （同左）

（戸籍抄本） （同左）

臨時免許状の出願に必要な主な提出書類

免許状の種類 改正前の提出書類 改正された提出書類

小学校助教諭免許状 教育職員免許状授与 （検定）顧 同左

中学校助教諭免許状 履歴書 履歴書（様式の一部変更）

高等学校助教諭免許状 最終学校卒業証明書 同左

幼稚園助教諭免許状 最終学校成績証明書 同左

養護助教諭免許状 欄地の市晰長の斯する身分に附碩職 宣誓書

盲学校助教諭免許状 維所の紺等が斯す胡㈲こ肘る証哺

（副中書）

身体に関する証明書

聾学校助教諭免許状 （身体に関する証明書の申立書）

養護学校助教諭免許状 （同左）

盲学校特殊教科助教諭免許状 （戸籍抄本） （同左）

聾学校特殊教科助教諭免許状 （在職証明書） （同左）

（外国人登録証明書） （同左）

（保鵬又は看軸若しくは准看軸免許状（写）） （同左）　　　　　　 l

今回の規則改正で変更又は新たに加わった部分は、ゴシック体の部分です。

（）は必要に応じて提出するものです。

※　出席される方には、出願書類を送りますので担当まで連絡してください。

担当　教職員課　総務班　森　　TEL　088＿821＿4731　FAX O88＿821＿4558
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す
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2　中学校教諭免許状　▲

適

用

区

分

種

別

基 礎 責 格

在

職

年

数

最

低

教科に関する

科　 目

教　 職　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教
科・

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

単

位

数

必

修

科・

日

単

位

数

教職の意義等に闇す 軟膏の基礎理論に関する科 教育課程及び綽導法に開す 生徒梅郷教育相談及び進

修
る科・日 目 る科目 路指尊等に舛する科目 又

は
救軟投 l教服含　 進の 教に　 幼心遺児発含　 貴酬 教戒　 各　 遭　 特　 赦〈清 生法 l敵ン知及　 遵法

終

車

職制　 員精む　 路機 青関　 児身程童達む　 育度 青の　 教　 億 卜別 】青情用 徒　　 脊グ濃び　 路 徽
の　　 の及 ． 遺会 のす　 、の（及及 ．　に 裸方　 科　 の　 清　 の報を 指　　 相にを方　 指 に
意　　 義び）　 択の 埋る　 児発陣びび〉　 関又 程法　 の　 指 l勤　 万機含 導　　 談隋合法　 導 闊

位

数

義　　 務 身　　 に攫 念歴 l童達諺生学　　 すは の　　 持　 場　 の　 法器む の　　 ′、すむ　　 の す
及　　 内分　　 責供 並史　 及及の徒晋　　 る経 意　　 導　 法　 指　 及及 ． 理　　 カる ．　 理 る
び　　 容侵　　 す等 び及　 びぴあのの　　 社営 濃　　 法　　　 樽　 びび〉 論　　 り基）　　 檜 科
教　　 （障　　 る にび　 生半る心浪　　 合的 及　　　　　　 法 l技教 及　　 ン礎の　　 及 日
員　　 餅等　　 各 教息　 徒轡幼身軽　　 的事 び　　　　　　　　　 術材 ぴ　　 七的理　　 び
の　　 鯵 を　　 攫 青規　 のの児のを　 、項 縞　　　　　　　　　 の カ　　 リな織　　 方

免
許
法
別
季

専

鱗

中学校緻繍

一種免許状

3

4

5

6

15

12

9

6

任　　　　　　　　 意

免
鮮
法
別
表
第
五

中学校教諭

一種免許状

（実習）

3

4

5

6

柑

12

9

6

任　　　　　　　　 意

免

鮮

法

別

表

弟

穫

中学校軟論

二穫免許状

5 哺 10 免療法施
行規則第
孟圭絹

の科目の
うち2／3
以上の科
目

各 1

18

5

8

3

4
6 40 9 15

2

7 35 8 ll

7 3

8 30 7
免群法施
守翼讐曇

の第 2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目

各 1

13

4
9 25 6 ほ 6

2

10 20 5 川 3 5

‖ 15 4 8

2

4

1
12 10 3 1 科目以

上
5 2

免許法施行
規則第日条
第 1 項の義
備考第 3 号
及び第12魚
絞 当

3 25 6 免許法施
行規則第
3 集の表
の第 2 柵
の科眉の
うちⅠ／2
以上の科
目 各 1

10

3

5

2

4

4 20 5 9

4

3

5 15 4 8

2 1 2
6 10 3 1 科目以

上
5 2

免許法附則
弟 7 項の表
第 1 号紋当

10 】0 4 1 科目以
上

6 2 2 1

免許法附則
第 7 項の表
第 2 号醜当

3 10 4 1科 目以
上

6 2 2 1

免許法附則
第 7 項の表
第 3 号鼓当

10 4 1科目以
上

6 2 2 1

免
許
法
別
表
第
四

29年改正法

附則弟は項

錬当

15 IO

免許法施
行規則第
3 集の蓑
の第 2 欄
の科目に
つ いて
各 1以上

5 5

免
許
法
別
表
第
五

中学校数鎗

二穫免許状

（実習 ）

3 15 8
免許法應
謂 讐霊

の兼 2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目 各 1

7 3 2 2

4 】0 5 5 2 1 1

免

許

法

別

表

中 学 校

助 教 諭

免 荊： 状

6 45 10 免許法施
行規則第
3 集の義
の素 2 柵
の科 目の
うち2／3
以上の科
目 各 l

21 9 6 6

4
7 40 9 19 8

5 5
8 35 8 17 7

3
9 30 7

免許法應
謂 警曇

の第 2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目

15 6

4 4
10 25 6 13

5 2
‖ 20 5 ＝ 3 3



弟

12 15 4 各 1 9 4 2 2

113 10 3 1科目以
上

6 2 1 1

29年改正法

附則第日項

錬当

3

4

15

10

10

免許法施
行規則第
3 集の表
の窮 2 欄
の科 目に
ついて
各 1 以上

免

許

法

別

表

第

五

種 中 学 校

助 教 諭

免 許 状

（実習）

6 20 10
免許法施
行規則第
3 集の表
の窮 2 柵
の科 目に
ついて
各 2 以上

10 4 2 2

7 ほ 8 7 3 2 2

8 10 5
免許法施
行規則第
3 集の蓑
の弟 2 柵
の科目に
ついて
各 1以上

5 2 1 l

条警護警嘉

5 号綾当
6 10 5 5 2 1 1

注 圭 三揖 蒜弘 幸誉盲等潤 禁 誉訂 菅詣 雷㌫ 墓鮎 課 詑 讐禦 躍 綴 島 が在職年数ほ年を細 した日か ら。年の恥 免許法別表

鎧 腎 菅晶冨謂 鮎 壷請 範 蔓謹i5譜 讐艶 竺日から3 年を観 する日までに一種免許状 を収得 していない鵬 は・同法別耕 3 億堀 9 号の
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5 40

6 3 5

，。 祐 詔

孟嘉絹

の科目の
8 うち2／3

以上の科
目 各 1

12　　　　　　　　　　　 5
4 3 8

9　　　　　　　　　　　 4
3 2 77 30

8
25

20

0 15 4

1 日日 3

斧嶽 薫

6 4 集の表
の第2 欄
の科 目の
うちl／2
以上の科
目 各 1

1科 目以
上

3 斉憲津 －

孟嘉 謂

2 の科 目に 】
ついて
各 1 以上

7　　　　　　　　　　　 3
2 2 6

5　　　　　　　　　　　 2 2 1 5

4　　　　　　　　　　　 2 1 1 3

55

l
50

4 5
10

40

35
8

30

25

6　　　　　　　　　　　　 7
5 4 11

4　　　　　　　　　　　　 6 5 3 IO

祐 雄 一

4 集の表
の第 2 欄
の科・日の
うち2／3 9
以上の科
目 各 1

2　　　　　　　　　　　　 5
4 3 8

4 3 2 7

14

】5

！6

6
2 0

15 4

免許法施
行規則第
4 集の蓑 7
の第 2 欄
の科目の
うちl／2
以上の科 5
日 各 1

1 科 目以 4
上

3 2 2 6

2 2 1 5

2　　　 l 1 1 3

免

許

法

別

表

第

四

免
許
法
別
義
弟
五

免
許
法
附
則
第
十

項

注

29年改正法

附則第 16項

政当

6 5

行規則第
4 集の義
の弟 2 柵
の科目に
ついて 1
各 1以上
（科・目数

が単位数
よ り多い
野 は遺

1

免許法別表

第 4 傭考第

3 号絞当
t9 16

5

結 躇

4 条の当
枚教科の
第 2 柵の
科 目につ
いて
各 1以上

3 3

軍

3 10

菅崇 書

芸諸 君

第 2 欄の
科目につ
いて
各 1 以上
（科目数

が単位数
鮮 鉛

5 2 2 1
同 上

鮮 謂

表イ紋当

6 10

3

0　 5 同　　 上 5 2 2 1

表口紋当 3

壷ハ蔽当

表二故当

「29年改正法

1
6

3

正する法律 （昭和29年法律礫 Ⅰ5 号）をいう，



（
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条
　
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
　
（
平
成
十
一
年
高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
二
項
中
　
「
改
正
前
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
」
　
の
下
に
　
「
　
（
次
項
に
お
い
て
　
「
旧
別
表
」
　
と
い

う
。
）
　
」
　
を
、
　
「
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
」
　
の
下
に
　
「
　
（
次
項
に
お
い
て
　
「
新
別
表
」
　
と
い

う
。
）
　
」
　
を
加
え
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

3
　
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
旧
別
表
の
免
許
法
別
表
第
三
の
項
、
免
許
法

別
表
第
五
の
項
、
免
許
法
附
則
第
十
一
項
の
項
又
は
免
許
法
別
表
第
六
の
項
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
　
（
専
修
免
許
状

を
除
く
。
）
　
の
取
得
に
係
る
単
位
数
の
う
ち
十
単
位
以
上
を
修
得
し
た
者
に
対
す
る
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則

別
表
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
別
表
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附

　

則

（
施
行
期
日
等
）

l
　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
規
定

及
び
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
規
定
並
び
に
次
項

の
規
定
は
、
．
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

2
　
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
　
（
免

許
法
別
表
第
五
の
項
を
除
く
。
）
　
に
規
定
す
る
普
通
免
許
状
に
係
る
所
要
資
格
を
得
た
者
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
に
規
定
す
る
当
鼓
普
通
免
許
状
に
係
る
所
要
資
格
を
得
た
も
の
と
み
な
す
。



新

日

対

照

表

新

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
高
知
県
教
育
委

員
会
規
則
第
五
号
）
　
（
抜
粋
）

（
書
類
の
保
存
）

第
二
十
七
条
　
免
許
法
認
定
謝
矧
彗
叫
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
そ

れ
ぞ
れ
当
夜
各
号
に
掲
げ
る
期
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

単
位
修
得
原
簿

二
　
前
号
に
掲
げ
鼻
血
珊
瑚
主
な
る
公
文
書

日

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
高
知
県
教
育
委

員
会
規
則
第
五
号
）
　
（
抜
粋
）

（
書
類
の
保
存
）

第
二
十
七
粂
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る

期
間
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。
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法
認
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三
　
免
許
状
の
授
与
、
教
育
職
員
検
定
、
免
許
状
の
書
換
及
び
再
交
付
に
閲

す
尉
勝
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
斡

■
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四
　
免
許
状
の
失
効
、
取
上
げ
及
び
異
議
の
申
出
に
関
す
る
書
類
　
十
年
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－
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五
　
そ
の
他
前
各
号
の
事
項
に
関
す
る
主
な
る
公
文
書
　
　
　
　
五
年



別表（集14集■儀）

1小学校■■免許状　　■

2　中学校緻繍免靡状

土

用

■

別

よ 欄H l ♯

在

■

▲

電

■

薄

緻科に＃する

科　 目

畿　 t　 に　 鱒　 す　 る　 科　 目

義
輝

必　　　　 靡　　　　 科　　　　 目

事

必

靡
■

緻t のt 義讐lこ闊す 教書の拗 ■に■す る科 打 田 開披 び 榊 ㈹氾 ■す 生徒清書徽書棚t 及び遭
る科日 8 る科月 に■する輔眉 又

は
蓋評

蓋

奈

義
員

焙 書

芸をJ

凛書
宴会

（■
誓書

露呈

軒

に提
要璧

各

軍 詳

豊喜要望掌｝

精 霊莞

生学る心■

輩

の
＃
導
法

区

分

年

■

書

位

象

拉

■

科

目

世

■ 語

れ思

に的
胃又
すは
る鐘
諾

喜歪

の
暮

き

許
の
捧
露

活
■
の
指
輪
撞

の を
歪善吉

きき↓

緩着

尊
の
埋
●
及

にを方
熱学悪法

カる ．
三重；

指
事
の
寺
■
き

に
舛
す
る
離
日

の 書 曹せ ヰ曹幼身程
のの児のモ

的事

．礪
■ の

ぴ
方

七的壇
リな■ 方

ヰ ■ l鴨 鴨 鴨 ヰ 嶋 ● ■ ■ ■ ■

免
許
法
別
表
■
四

■

柑年改正珪

附則粛15項

♯当

．廷 エ旦

結 滞

3 集の嚢
の鋼 2■
の科目に
ついて
各 1以上

5 5

■ ■ ■ l■ 鴨 書 ヰ 書 ■

書 ■ ■ ■ ■ 嶋 ■ 鴨 鴨 鴨 ヰ ■

3　轟尊事校規免許状

暮

用

区

分

暮

桝

暮韓 責も

在

■

年

■

暮

色

■

薄

暮

仕

暮

鞭科に岬する

科　 目

尊　 貴　 に　 ■　 す　 る　 科　 目

■
科

必　　　　 ■　　　　 科　　　　 目

半

位

緻

必

暮

科

目

単

位

■

t t の暮義尊に■丁 蠍書の墓■礫書に■する料 着手！責苦珊 珊 こ 生★指■t T 欄■及び■
る嘱月 巨 ■＃暮書に■すら書F 又

は
鞭
■
に
t■

幸芸

の
圭

‡霧書

芸き↓

蒙 蠍に
書■
のす
書る

慧 欝 緻■
▼よ
lこ的
川又

幣

1 万
糧捷

各
職
員
の

特
別
括
れ

t （括
書簡用
算選書

生抜
斎

場

辞 暮珪
■
指
事

携身 に提 董要 義壇書生華 すけ の ＃ の 法蕾む の の す
及 内分 糞 の竃t る縫 書 絡 理 カる ． 理 る

ぴ
緻
1

慧 す
る
書

び及
にぴ
苧釜

ぴあのの
生攣る心為
義■幼身篭

誓言

的暮

、礪

及
び

法 専
権

蕃霧 ■
及
び

議 ■
及
び

科
目

の 書を 書 のの児の鐙 ■ の 方 リな■ 方

■

■

鯵

■ 鴨 ヰ ■ ■ ■ ■

免
許
注
射
嚢
第
四

柑年改正法

附則井川■

汝当

卸 5

欝

の科目k

g l以上
娼 農豪

よ。多い
紆 欄

⊥

書　　　　 に　　　　 2 4　　　　　 事

1

任 位

■ ■ ■ 鶉 ■ 書 ■ ■ 書 ★ ■ 嶋

免

柑年改正渡

lO ll 迎

免許法▲

行伽

4 桑の義

の♯2 ■

の輔目に

ついて

書1以上

塾 皿 且 且 止

ll

12

86

帥
1旦 旦 且 ヱ 6 14

ll
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並 吐 8 ・　8 5 1】

15

川

l

d
辻 盟 エ 6 4 曇、

17 5

5
遁 ll 且 5 3 川

附則♯8 覆

■当
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20

16

10
遭

祐 躇
罠 5 4 3 β

絹 絹

別表（＃14集■■）
1小学校t■免鮮状　　■

2　中学校蠍■免許状

遭

書

別

基礎糞 格

在
最

低

緻科に開すら

縁　 日

畿　 ■　 に　 粥　 す　 る　 科　 目

t
科
又

必　　　　 ■　　　　 科　　　　 目

必
毅暮の意義等に弼す 教青の基礎理論に■する 績書納 及び指導法に■す 生義絶尊t 書嶋■及び遭

用 ■ 鐘
も科封 科白 る科8 ■糟噂尊に叫する科目

直
年

■

得

半

単

位

♯

科

単

位

鑑

の
暮
暮

緻鳳含
員ホむ
の及 ．
暮び〉
♯身

盤の
■櫨
書会
釈の
に暮

蠍に
青嶋
のす
埋る
念■

幼心遺児発含
児身程■凄む

．の｛及及 ，児発■びび〉
暮濃書生華

畿餉
書慮
に的
■又
すは

救虞
書の
書方
纏滴
の

各
社
科
の
檜

道
義
の
撒
尊
法

闊
別
活
■
の

t （清
書惰用
の■を
方櫨合
法オむ

生法
♯
指
導
の

義ン知及
★グ■ぴ
袖にを方
義闊合法
｛すむ

遭放
鳥
糟
糠
の

lま
t
■
に
押
す

分
世

t

数
日

■ 及
び
■

内分
等

繁

る

並史
び良
にぴ

及最の徒曹
ぴぴあのの
生攣る心丑

諾

全的

童
■
量

書
法

漕
尊
浅

及及．
びび〉
綾織

礫
■
き

カも ．
ウよ〉
ンヰの

理
暮
及

る
科
目

員 研専 各 ■里 紳 助弁理 的事 ぴ 礪材 七的理 ぴ
の 鯵を ■ 書熟 のの児のを ．項 ■ の 方 リな■ 方

l島 嶋 ■ 鴨 ■ ll

免
鼻I
法
別
表
＃
lEl

義

29年改正法

附則第柑項

蝮当

旦 馳

免静法施
行薫則銅
3集の嚢
のホ2■
の穐目に
ついて
各1 以上

■ ■ 書 ■ ■ ヰ ヰ ヰ ■

・妄萱

洲l

書・■

∃
‡

1

拍年改正法

附則銅15疇 土色J虹

男

夢挙
芸覧

鴨 ■ ヰ 書 ■ ■ t■ ■

き　■尊学校数■免貯状

■

■

別

よ ヰ 責 鴨

な
t

緻幕に■する

科　 目

♯　 ■　 に　 ■　 す　 る　 鼻　 声

■
必　　　　 ■　　　　 科　　　　 目

必
用 ■

鮭

靡

環 の■■t l
目

ーM す 緻t
E

の墓■1 ■に■する科 鰐
る科日

州 法に 諾 酬 撤
榊 に■する

♯㌢ 科
又

区
年

暮

鐸

■

位

■

■

位

鯵

科

目

■

位

義捜
●■l
の
童
t

拙 さ
■轟む
の及 ．
■ぴ〉
叢書

遇の
■●
王会
釈の
に暮

粘

のす
雲量

幼心1 児発含
兜身象暮建む

．の〈及及 ．児発■びび〉
▲濃書生攣

t ★
書よ
に的
l■又
すは

畿成
書の
書方
亀法
の

名
義
科
の
糟

♯
刑
桔
■
の

緻｛活
廿■用
の■モ
カ■合
法書む

生法
t
檜
書
の

緻ン知及
書グ■ぴ
帽に書方
■■含法
（すむ

通津
■
檜
導
の
理
■

は
■
■
lこ
■
す
る
科分

緻 ■
1
ぴ

内分
書倶

暮供
す■

t 史
ぴよ

及最の韓せ
びぴあのの

諾 暮
暮

書
法

檜
蠣

よ及 ．
びび）

葛
■

カる ，
ウ墓｝

緻 ｛■ る にび 生攣る心■ 帥 1 珪 技緻 及 ン■の 及 日
1 脚 各 搬 義甘動員程 吋■ ぴ 葡材 ぴ セ餌寧 ぴ
の 書を 暮 書■ のの児の絶 、■ ■ の 方 リな■ 方

■

書

靡

■ ヰ ヰ ■

免
許
怯
刑
董
第
四

柑年改正法

附則集川礪

♯当

き！
j蔓

亀井法▲
斤規則篤
4先の表
の＃ 2 儀l
の諷眉

各 1

任 書　　　　　 に　　　　　 2 4　　　　　 ■　　　　　 世

■ ● 鴨 ■ 嶋 ■

免

許

拍年改正溝

附則鎖 8 疇

義当

lO 抽 遡

免霹技士

行舶則鋼

4 集のよ

の♯ 21■

の科目に

ついて

l旦

■A ＿ 鼠 211

は

85

帥
娘 旦

13

14

7 5

7l
亜 且

3

且

2
15

川

65

80
1 6 7 且

17

18

∬

50
卓！ 6

2 且 1
1，

20

45

lO
耳等 ．卑



椚：

法

別

表

請

靂

21 35
旦

の縛目盛
且 A 且 且 J

22 30 ’　 の

H

21

25

2l
旦

票

7 且． 2 2 6
の集2
の科目

25 15 ま 旦 2 2 l 5

21 lO 3 1科目以
上

4 2 l 1 3

4 4ち
止

免許踵義
行観劇♯
詣 絹

の科目盟
皇軍

望 且 A 3 且
5 亜

8 35
旦 旦

免静怯施行
鎖則附側
銅2！礪及び
準 野

7 ユ0 4 且． 且 7

8

9

25

餌
且

聖 書

ヱ 且 2 2 6
の第2■
の科目公

IO 15 ま の
1

5 2 2 1 旦

ll 10 3 1 科目以
上

4 2 1 l 3

（晶 品

2 年）

6 榊 止 結 締

4 集の蓋
の鋼2 ■
の科月に

ユ貞 ヱ 且 土． J⊥

7

8

55

60
廷 止 8 5 3 ll

ついて
各1以上

9 45
建

免許法上
．退 且

10 側 行脚 集
ま嘉絹

鐸

4 3 旦

11

は

35

8l
旦 9 4 且 2 7

lJ

ll

25

2l
且

免許法上
富野 芸

繹

エ 3 2 2 6

15 15 4 丘 2 ．且 1 且

l丘 川 3 1科目以
上

4 2 1 1 3

免
許
法
則
嘉

国

柑年改正法

附則♯l和

義当

且 且

免許捷1
謂 警雲

の♯2 書
の科目に
麹 1 1

■ ■ ■ ■ ヰ 書 ■ ■ 鴨 l■

免
許
法
射
去
第
五

■響攣校
戦目■■
千晶 ㌢ 3 川

5

鼎

4 集の表
の当♯彙
圭預 霊

科即こつ
いて
各1以上
遁 雄

裏声

5 2 2 1

同 上
柑年改正法
繁雪耶 礪

6 11

書 ヰ∵ 書 ■ ■ ■ ■ 書 鴨 ■ 嶋

4　幼＃…免許状
J

8　　学校鴨井鞭科れ■郷状

法

別

養

翁

書

2 1

2 2

円

24

25

3 6

18

2 5

20

15

j 旦

」呈

」旦

各 1以上

4 ‘＿乙 1 J ＿

26 10 3 1 科目以
上

4 2 1 1 3

免許法篤行
規則附則
痍 29項及び
第 30】■緻当
（鯵集年限

3 年）

4 45 ユ邑

免許法施
行触 第

4 集の表
の集 2 廿
の科目に

ついて
各 1臥上

丑 A
j ＿

25 48 」l 且
鼠

6 35 ⊥も ユ＿ ．之．

7 30 週 6

且 且 1
8 25 ユ邑 且

9 2 0 拉 A
i 1 1

川 15 丑 A

1 1 IO 3 1 科 目以
上

4 2 1 1 3

同 上
（事業年覿

2 年）

6 仙 j i

免許珪篤

行規則第

4 集の義

の第 2 4■

の科月に

ついて

各 1以上

」塁 」L 且 且

7 55
j 旦 j ＿ 3 且 ⊥乙

8 50

9

川

45

小I
j亀 且 且 2 l

ll

l！

13 －

11

15

35

‡8

25

20

柑

J蔓

」星

几

4

4

且 1 1

11 川 3 1 科 目以
上

4 2 1 1 3

免
許
法
別
養
幕
匹

2 年改正法

樹劇集 1叫

♯当

旦 25

免群抜上
行伽 簾
4集のま
の篤 2 書
の科目に
ついて
各 1以上

■ ■ ■ ヰ ■ 鴨 書 ヰ　　　　　　 †■ l　　　　 書

免
静
法
別
簑
鋼
玉

高専筆校
物日■ ■
免 許 状
（実習）

3 IO

5

免許法施
行1 附♯
4 集のま
の当故実
曹緻科の
集 2 ■の

粁目につ
いて
各 1以上
（科月先
が単位数
より曳庵
い場合は
丑択）

5 2 2 1

岡 上
柑年改正法
附則第 8 礪
濃当

6 11

嶋 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ヰ ■ l鴨

4　幼♯■t義免靡状
さ

8　暮攣校特集t科蠍■免霹状



新

日

対

照

表

新

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成

十
一
年
高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
　
（
抜
粋
）

附
　
則

（
経
過
措
置
）

2
　
平
成
十
二
年
四
月
一
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
職
員
免

許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
－
習
血
別
封
「
封
川
剖
」
「
の
単

位
の
修
得
方
法
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
教

育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
（
次
項
に
お
い
て
「
新
別
表
」
と
い
う
。
）

の
相
当
科
目
の
単
位
と
み
な
す
。

1
3

前

項

の

規

定

に

か

萄

別

表

の

免

許

法

則

粛

第

三

の

嘲

感

m

封

十
一
項
の
項
又
は
　
苧
　
別
表
第
六
の
項
に
規
定
す
る
普
通
　
臼
状
（
　
ク

免
許
状
を
、
く
。
．
の
取
得
に
係
る
単
位
数
の
う
ち
十
単
位
以
上
を
修
得
し

た
者
に
対
す
る
教
育
職
員
　
状
に
関
す
る
規
則
別
表
の
　
用
に
つ
い
て

は
、
新
別
表
の
　
定
に
か
か
わ
ら
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

日

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
平
成
・

十
一
年
高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
八
号
）
　
（
抜
粋
）

附
　
則

（
経
過
措
置
）

平
成
十
二
年
四
月
一
日
前
に
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
職
員
免

許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
の
単
位
の
修
得
方
法
に
よ
り
修
得
し
た
単
位
は
、

こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
別
表
の
相
当

科
目
の
単
位
と
み
な
す
。



教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
二
年
八
月
二
十
九
日

高
知
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
宮
地
　
爾
典

高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
十
七
号

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
　
（
昭
和
四
十
四
年
高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
　
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

3
　
教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
　
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十
九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」

と
い
う
。
）
　
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
又
は
福
祉
の
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
教
諭
の
一
種
免
許
状

の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
教
育
職
員
免
許
状
授
与
　
（
検
定
）
　
願

二
　
履
歴
書

三
　
改
正
法
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
高
等
学
校
教
諭
の
普
通
免
許
状
の
写
し

四
　
改
正
法
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
講
習
の
修
了
を
証
明
す
る
書
類

別
表
の
一
か
ら
六
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別表（第14粂関係）
1　小学校教諭免許状

適

用

区

分

種

別

基 礎 資 格

在
最

低

修

得

単

位

数

教科に関する

科　 目

教　 ‘職　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教
科

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

単

位

数

必

修

科

単

位

・数

教職の意義等に関す 教育の基礎理論に関する科 教育課程及び指導法に関す 生徒指導、教育相故及び

職

年

数

る科 目 日 る科 目 進路指導等に関する科目 又
は
教軟投 軟服含 進の 教に 幼心過児発含 教制 教成 各 道 特 教（活 生法 救 ン知及 進法

職胡 員務む 蕗機 菅関 児身程羞遥む　（ 育度 青の 黎 徳 別 育借用 徒 育グ維び 路 職

の の　 I 、ム　コ三 の 、の　　　　 ○ に の の に に
意 糀び） 択の 理る 児先陣びび） 関又 程法 の 指 動 方横合 導 談関含法 導 関
義 摸身 に振 念歴 童達書生学 すは の 指 導 の 法器む の ｛すむ の す
及 内分 資供 並史 及及の硬習 る経 意 導 法 嘩 及及ご 理 カる ○　＿ヽ■′ 理 る

日
のの 法

教 ■ ′「畔 る にぴ 生挙る心過 会的 及 法 技救 及 ン礎の 及 日
且 研等 各 教恩 徒習幼身程 的事 ぴ 術材 ぴ セ的理 ぴ

の 隼を 穫 育憩 のの児のを　　ヽ ・項 縮 の 方 リな論 方

免

許

法

別

表

第

穫

小学校教諭

ニ穂免許状

5 45 4

9

教

科

の

う

ち

1

以

上

21 5 1 4
各教科の

指導法
5 教科

（音楽、囲
画工作及び
体育のうち
1 以上を含
む。）

各 1

2

5
6 40 4 19

4

1 2

7 35 3 17 1 1

4
8 30 3 15

3

1 0

9 25 2 13 8

各教科の
指導法
3 教科

（

〝
）

各 ．1

3
10 20 2 11

2

7

111 15 1 9 6

2
12 10 1 7 4

免許法施行
規則第 11粂
第 1 項の表
備考第 3 号
及び弟 12条
諌当

3 25 2
9
教
科
の
う
ち
1
以
上

13 3 8
各教科の

指導法
3 教科

（音楽、図
画工作及び
体育のうち
1 以上を含
む。）

各 1

2 5

4 20 2 11

2

7

1

4

5 15 l 9 6 3

6 10 i 7 4 2

種

小 学 校

助 教 諭

免 許 状

6 45 4

9

教

科

の

う

ち

1

以 ■

上

29 7 1 7
各教科の

指導法
5 教科

（音楽、図
画工作及び
体育のうち
1 以上を含
む。）

各 2

5

2

7 40 4 26

6

1 5

4
8 35 3 23 1 3

9 30 3 20 5 1 2

3
10 25 2 17

4

1 0
4 教科

（ 〝 ）
　各 1

1

11 20 2 14 8

2
12 15 1 11 3 6

3 教科
（ 〝 ）

　各 113 10 1 8 2 4 1

29年改正法
附則弟11項
該当

3

4

15

10
5 9

教
科
の
う
ち
1
以
上

5 2 1 1

29年改正法
附則弟12項
該当

1 10 5 5 2 1 1

29年改正法
附則第13項
該当

5 10 5 5 2 1 1

注1　r29年改正軌　とは、赦育職員免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう。

2　二積免許状を有する者で、平成元年4月1日以後に教育職員に任命され又は雇用されたものが在戟年数12年を経過した日から3年の間に免許法別表

第3備考第8号の規定による指定を受け、当該経過した日から3年を経過する日までに一機免許状を取得していない場合は、同法別表第3備考第10号の

規定により翌日以後は最低修得単位数は45単位となる．



2　中学校教諭免許状

適

用

区

分

種

別

基 礎 資 格

在
最

低

修

得

教科に関する

科　 目

載　 ．職　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教
科

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

単

必

修

科

単

教職の意義等に閑す 教育の基礎理論に関する科 教育課程及び指導法に開す 生徒掃導、教育相鉄及び

職

年

る科 目 目 る科 目 進路指導等に関する科目 又
は
故軟投 教服含 進の 敦に 幼心過児発含 教制 敦成 各 道 特 教（括 生法 載ン知及 進法

職割 貞務q 路機 育閑 児身程童達む　（　 ○ 育度 青の 教 徳 別 育借用 徒 育グ議び 路 職

単

位

数

位

数

位

数

の の A
ブギ

の lの　　 及 に 課 の の　 を に に
意 職び） 択の 埋る 児発障びび〉 閑又 程法 の 持 勒 万機含 導 談開合法 導 閑

数
■義 務身 に捷 念歴 宝達書生学 すは の 拍 導 の 法器む の ；言q の す
及 内分 資供 並史 及及の徒習 る経 意 導 法 措 及及 ○ 理 理 る

目
ぴ 容保 す等 び及 ぴぴあのの 社常 義 法 尊 びび、ノ 論 ウ基） 論 科
救 （停 る にぴ 生挙る心過 会的 及 法 技救 及 ン礎の 及 昏
貞 研等 各 教思 徒習幼身軽 的事 ぴ 術材 ぴ セ的理 ぴ
の 怪を 種 育想 のの児のを　　ヽ 、項 編 の 方 リな論 方

免

許

法

別

表

第

種

中学校教諭

二種免許状

5 45 10 免許法施
行規則第
3 条の表
の第2 柵
の科目の
うち2／3
以上の科
目

各 1

16

5

8

3

4
6 40 9 15

2

7 35 8 14

7 3

8 30 7
免許法施
行規則第
3 桑の表
の第2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目

各 1

13

4
9 25 6 12 6

2

10 20 5 10 3 5

ll 15 4 8

2

4

1
12 10 3 1 科目以

上
5 2

免許法施行
規則第11粂
第 1項の表
備考第 3 号
及び第12粂
故当

3 25 6 免許法施
行規則第
3 条の表
の第2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目 各 1

10

3

5

2

4

4 20 5 9

4

3

5 15 4 8

2 1 2
6 10 3 1 科目以

上
5 2

免許法附則
第 7項の表
第 1号鼓当

10 10 4 1 科目以
上

6 2 2 1

免許法附則
第 7項の表
第2 号鼓当

3 10 4 1 科目以
上

6 2 2 1

免許法附則
第 7項の表
第 3号該当

10 4 1 科目以
上

6 2 2 1

免
許
法
別
表
第
五

中学校教諭

二種免許状

（実習）

3 15 8
免許法施
行規則第
3 条の表
の第 2 柵
の科 目の
うち1／2
以上の科
目 各 1

7 3 2 2

4 10 5 5 2 1 1

免

許

法

別

表

第

中 学 校

助 教 諭

免 許 状

6 45 10 免許法施

行規則第
3条の表

の第 2 柵
の科目の
うち2／3
以上の科
目 各 1

21 9 6 6

4
7 40 9 19 8

5 5
8 35 8 17 7

3
9 30 7

免許法施
行規則第
3 条の表
の第 2 欄
の科目の
うち1／2
以上の科
目

各 1

15 6

4 4
10 25 6 13

5 2
11 20 5 11 3 3

12 15 4 9 4 2 2

1
13 10 3 1 科目以

上
6 2 1 1



種

29年改正 法

附則 第 11項

鼓当

3

4

15

10

10

免許法 施

行規則 第

3 条 の表

の第 2 柵

の科 目に

つ いて
各 1 以 上

l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 l

免

許

法

別

表

第

五

．中 学 校

助 教 諭

．免 許 状

（実習）

6 20 10

免許法 施

行規則 第

3 集 の表

の第 2 欄

の科 目に

つ いて
各 2 以 上

10 4 2 2

7 15 8 7 3 2 2

8 10 5

免許法 施
行規則 第

3 条の 表

の第 2 柵

の科 目に

つ いて
各 1 以 上

5 2 1 1

免許法別 表

第 5 備考 第

5 号該 当

6 10 5 5 2 1 1

注　1「29年改正法」とは、教育職員免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう。

2　二種免許状を有する者で、平成元年4月1日以後に教育職員に任命され、又は雇用されたものが在職年数12年を経過した日から3年の間に免許法別表

第3備考第8号の規定による指定を受け、当鼓経過した日から3年を経過する日までに一種免許状を取得していない場合は、同法別表第3備考第10号の

規定により翌日以後は最低修得単位数は45単位となる。

′－、■

／‾、、



3　高等学校教諭免許状

適

用

区

分

種

別

基 礎 資 格

在

職

年

数

最

低

修

得

単

位

数

教科に閲する

科　 目

教　 職　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教
科

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

単

位

数

必

修

科

目

単

位

数

教職の意義等に関す 教育の基礎理絵に関する科 教育躁程及び指導法に 生徒指導、教育相成及び
る科 目 目 関する科 目 進路指導等に関する科 目 又

は
救教役 教服含 進の 教に 幼心過児発含 教制 教成 各 特 教〈活 生法 教 ン知及 追抜

職制 員務む 路機 育関 児身程童達む 育度 青の 教 別 育情用 律 育グ識び 蕗 職
の の及　 q 遺会 の 、の（及　 ○ に的 科 の　 を にを に
意 職び） 択の 理る 児発障びび） 関又 程法 の 勤 方横合 導 秩関合法 導 関
義 務身 に捷 念歴 宝達書生学 すは の 指 の 法器む の ′‾、すむ の す
及 内分 資 ■ 並史 及及の　 習 る耗 意 導 及及　 ○ 理 カる　○ 理 る
ぴ 容保 す等 び及 ぴぴあのの 社営 義 法 導 びび、一 論 ウ基） 論 科
救 （、陣 る にぴ 生学る心過 会的 及 法 技教 及 ン礎の 及 日
員 研等 各 教息 徒習幼身程 的事

、項

ぴ 術材 ぴ セ的理 ぴ
の 噂を 穫 育想 のの児のを　　ヽ 編 の 方 リな論 方

免

許

法

別

表

弟

高 等 学 校

助 教 諭

・免 許 状

5 45 10 免 許法施
行規則第

4 条の表
の弟 2欄
の科 目の
うち2／3
以上の科
目 各 1

12

5 4

3

華
6 40 9 11

2

7 35 8 10

4 3

7

8 30 7
免許法施
行規則第
4 集の表
の第 2 柵
の科 目の
うち1／2
以上の科
目

各 1

9 6

9 25 6 8

3

3 5

10 20 5 7 2 4

11 15 4 6

2

2

1 3
12 10 3 1 科 目以

上
4 1

免許法施行
規則第11条
第 1 項の義
備考第 3 号
及び第12集
該当

3 25 5 免許法施
行規則第
4 集の表
の第 2 積
の科目の
うちl／2
以上の科 ＿
日 各 1

7

3 2

2 8

4 20 4 6

1

7

5 15 3
1 科 目以
上

5

2

2 6

6 10 3 4 l 3

29年改正法

附則弟 8 項

諌当

10 90 20

免許法施

行規則第

4 条の表

の第 2 欄

の科 目に

ついて

各 1以上

24 10 8 6 16

11

12

85

80
18 22 9 7 6 14

13

14

75

70
16 19 8 6 5 13

15

16

65

60
14 17 7 6 4

′‾、＼＼

17

18

55

50
12 14 6 5 3 10

19

20

45

40
IO

免許法施
行規則弟

r4 条の表
の第 2欄
の科 目の
うち2／3
以上の科
目 各 1

12 5 4 3 8

2 1

22

35

30
8

9
4 3 2 7

23

24

25

20
6

免許法施
行規則第
4 条の表
の弟 2 欄
の科目の
うちl／2
以上の科
目 各 1

7 3 2 2 6

25 15 4 5 2 2 1 5

26 10 3 1 科 目以
上

4 2 1 1 3

免許法施行
規則附則
第29項及び
第30項訣当
（修業年限

3 年）

4

5

45

40
10

免許法施
行規則第
4 条の表
の第 2欄
の科 目の
うち2／3
以上の科
目 各 1

12 5 4 3 8

6

7

35

30
8 9 4 3 2 7

8

9

25

20
6

免許法施
行規則第
4 条の表
の第 2 柵

7 3 2 2 6



施
第
表
欄
に
　
上

法
則
の
2
日
て
以

許
規
粂
第
科
い
1

免
行
4
の
の
つ
各

施
第
表
柵
の
3
科
1

法
則
の
2
日
打
の
各

許
規
粂
第
科
ち
上

免
行
4
の
の
う
以
目

施
第
表
柵
の
2
科

法
則
の
2
日
l′
の

許
親
粂
第
科
ち
上

免
行
4
の
の
う
以日　各1

22

施
第
表
実
の
の
つ

法
則
の
鼓
科
柵
に

許
規
粂
当
教
2
日

免
行
4
の
菜
第
科
いて
各1以上
（科目数
が単位数
より多い
場合は選
択）

表イ該当

表口鼓当

表ハ鼓当

表二鼓当

免
許
法
附
則
第
十
一
項

注　　「29年改正法」とは．教育職員免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう。

′■、



4　幼稚園教諭免許状

適

用

区

分

種

別

基 礎 資 格

在

職

年

最

低

教科に関する科目
教　 職　 に　 関　 す　　 る　　 科　　 目

教
科

又

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

単

必

修
単

教職の意義等に関す 教育の基礎理論に関する科 救育課程及び指導 生細 等、析 相 即

修

得

る科 目 目 法に関する科 目 胡 榊 等にRする銅 は
教
職軟投 教服含 進の 教に 幼心過児発含 教制 教戒 保 教（括 幼法 教ン知及

職制 員務む 紡機 育関 児身程童凄む　〈 育度 青の 育 育情用 児 育グ識び に

単 位

数

位

赦

の の　 ○ ヽ．∠ゝ　コ壬 の ’の　　 及　 ○ に の　 を にを

科
意 職び〉 択の 理る 児発障びび〉 関又 程法 容 方横合 解 夜間合法 す

欺 位
に J t　 生 は の の む の ｛　 む る

及 内分 資供 並史 及及の徒習 る轟 意 指 及及 ○ 理 カる．0 科

赦 日
ぴ 等 ぴ ぴぴあのの 社 びび、一 ウ　 ） 日
救 （博 る にぴ 生挙る心過 会的 及 法 技故 及 ン礎の
鼻 研等 各 軟息 徒習幼身軽 的事 ぴ 術材 ぴ セ的理
の 隼を 種 育想 のの児の を　ヽ 、項 編 の 方 リな論

免

許

法

別

表

第

橿

幼稚園教諭

ニ種免許状

5 45 4

小学校の9 枚科のう

ち 1以上の科目

20 6 13

l

6

6 40 4 18
5

12
5

7 35 3 16 10

8 30 3 14 4 9

4
9 25 2 12

3
8

10 20 2 10 6
3

11 15 1 8
2

5

12 10 1 7 4 2

免許法施行
規則第11集
第 1項の義
博考第 3 号
及び第12粂
該当

3 25 2

小学校の 9 教科のう

ち l以上の科 目

12
3

8

1

6

4 20 2 10 6 5

5 15 1 8
2

5 4

6 10 1 7 4 2

種

幼 稚 園

助 教 諭

免 許 状

6 45 5

小学校の 9 教科のう

ち 1以上の科 目

30 9 18
3

7 40 4 27 8 16

8 35 3 24 7 14

29 30 3 21 6 13

10 25 2 18 5 11

11 20 2 15
4

9

112 15 1 12 7

13 10 1 9 3 5

29年改正法
附則第11項
諌当

3

4

15

10
5 同　　　 上 5 2 1 1

29年改正法
附則第12項
該当

1 10 5 同　　　 上 5 2 1 1

注　「29年改正軌　とは、教育職員免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう。



5　着凛教諭免許状

適

用

区

分

穂

別

基 礎 資 格

在

職

年

数

最

低

養護に関する科目 教　 職　 に　 関　 す　 る　 科　 目

養
護

又
単

必 修 科 目

単

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

衛一、 学 養

護

概

説

栄 教職の意義等に関す 教育の基礎理掛 こ関する科 教育課程に関する科 生細 事及び鮒 船 に

修
生予
膳防 校

養

J望l

る科 目 目 日 用する朋 は

樽

単

位

数

位

数

：子・
及医
び学 保

健

芋
｛
食 位

数

教役
職割

教服含
員務む

　○

進の
蕗機

軟に
育関

幼心遺児発含
児身程童遠む
ヽ ′■、

教制
育度

教成
育の

適す
徳る

教（活

育情用
生法
律

教ン知及
育グ識び

教
職

に公 の の の の　　　　 ○ に の に
弁舌 学 意 職び｝ 択の 埋る 児発障びび｝ 関又 税法 び容 方機含 導 級間合法 す

僻む を 義 務身 に捷 念歴 董達寄生学 すは の 特 法器む の ’－、すむ る
生 q 含 及 内分 贅供 並史 及及の徒習 る経 意 別 及及 ○ 理 カる　○ 科
学｝ む

〇

、■．■′

ぴ 安保 す等 び及 ぴぴあのの 社営 義 活 びび） 絵 ウ基） 日
る にぴ 生学る心過 Aコく ン　 の

員 研等 各 赦息 徒習幼身程 的事 ぴ に 術材 ぴ セ的理
の 鱒を 種 育想 のの児の を　ヽ 、項 縮 関 の 方 リな漁

免

許

法

l

義

弟

六

覆

養 護 教 諭

二穫免許状

3

4

20

15

8

7 2 2 2

6

2

－2 2 2

5

2
1

5 10 6 4

免許法施行
規則第12集

・第17条表
備考該当

1 －10 4 1 1 l 3 任　　　　　　 意 2

免許法則表
第 6 備考第
1号秩当

1 10 4 1 1 1 3 任　　　　　　 意

穫

養護助教諭

免 許 状

6 30 14

2 2 2

8 4

2 2
27

8

25 12 7
3

20 10 6

29 15 8 5
2

1

10 10 6 4

免許法則表
第6 備考弟
2 号該当

10 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 意

29年改正法
附則弟18項
紋当

3 10 6 1 1 1 2 任　　　　　　　 意

注　「29年改正軌とは、教育職長免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう．

6　盲学校、墨学校及び姻学校教諭免許状

に

区

分

種

別

基　 礎　 資　 格

在

職

年

数

特　 殊　 教　 育　 に　 関　 す　 る　 科　 目

最
低
修
得
単
位
数

単

位

数

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

教育の基礎理論に関する科白

心身に障害のある
幼児、児主文は生
徒の心理、生理及
び病理に関する科
目

心身に障害のある
幼児、児童又は生
硬の教育課程及び
指導法に関する科
目

免
許
法
別
表
第
七

種

盲学校、墨学校

又は養護学校教
諭二種免許状

3 6 6 2 1 1

29年改正法附則
第17項該当

3 4 4 1 1 l

穫

小学校、中学校、
高等学校又は幼
稚園教諭の普通
免許状

3 6 6 2 1 1

注　「29年改正法」とは、教育職員免許法の一部を改正する法律（昭和29年法律第158号）をいう。



別
記
第
九
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第9号様式（第13条関係）

高知県教育委員会　様

設置者

所在地

学校名

学校長

年　　　月　　　日

教育職員免許法附則第2項の規定により免許教科外の教科教授担任の許可について

担任教諭と連署のうえ下記のとおり申請します。

記

免許教科外担任者及び教科

教諭 の氏名 印

免　 許　 教　 科　 外　 の　 担　 任

担　任　 理　 由
教　 科

週担任

時間数
担　任　期　 間

年 月 日か ら

年 月 日まで

担任しようとする教諭の履歴等

氏　　 名 最　終　学　歴

教職経

験年数

所　 有　 免　 許　 状

備　 考
種　 類 教　 科

「　　　　「　「



学級編成

生　 徒　 数　 及　 び　 学　 級　 数

学　 年 ・1　 年 2　 年 3　 年 4　 年 計

生

徒

数

男

女

計

学級数

免許教科別教員数

教　 科

免許

状所

有者

免　許　 教 免　 許　 外

教　 科

免許

状所

有者

免　許　 教 免　 許　 外

科　 担　任 教 科　担　任 科　担　 任 教　科　担　任

教科 過担 教科 週担 教科 週担 教科 週担

数 担任 任 時 担任 任時 数 担任 任時 担任 任時

音数 間数 音数 間数 者数 間数 音数 間数

□「「「∩［mnT［］□
注　全日制・定時制別、本校・分校別に申請すること。

一、＼



附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



新

新

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
抜
粋
）

日

対

照

表

（
免
許
法
に
よ
る
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
四
条
略

2
略

引
教
育
職
員
免
許
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
二
十

九
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
二
項
又
は

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
情
報
又
は
福
祉
の
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
教
諭
の

一
種
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に

提
出
し
な
け
れ
を
な
ら
な
い
。

↓
教
育
職
員
免
許
状
授
与
（
検
定
）
願

∃
閻
圏
劉

ヨ
改
正
法
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
高
等
学
校
教
諭
の
普
通

剣
糾
珊
瑚
司
り

叫
改
正
法
附
則
第
二
項
又
は
第
三
項
に
規
定
す
る
講
習
の
修
了
を
証
明
す

割
劃
類

l

4
・
5
　
略

旧

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
抜
粋
）

（
免
許
法
に
よ
る
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
四
条
　
略

2
　
略

l

 

l

 

I

－

－

－

－

－

1

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

I

 

l

一

－

－

－

－

1

1

1

1

t

3
　
教
育
職
員
免
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第

一

－

－

●

－

－

■

■

－

■

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

I

－

－

－

－

－

－

I

 

I

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

1

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

t
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一
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百
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十
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下
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十
六
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改
正
法
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と
い
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附
則
第
六
項
の
規
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－
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l

■

定
に
よ
り
技
術
の
教
科
に
つ
い
て
中
学
校
教
諭
の
二
種
免
許
状
の
授
与
を
願

1

－

■

－

■

一

■

一

●
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－
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－
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い
出
る
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の
各
号
に
掲
げ
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書
類
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授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
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施
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す
る
省
令
（
昭
和
三
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六
唄
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黒
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1　小筆校♯■免書状

濃

用

区

分

■

別

基 礎 ★ 格

在

t

年

数

■

鉱

儀

鶉

■

佐

敷

■科 に■ する

科　 目

最　 t　 lこ　 舛　 す　 る　 科　 白

教
科

必　　　　 靡　　　　 科　　　　 日

単

位

数

必

修
中

位

1 ■

救 t の士義 噂 に鋼す 教書の 基礎 農 ■ に鋼す る 教 書書 換及 び指 導法 に闊す 嘉 等 群 群 警 告 ㌢
る科 目 科月　 ‾ る科 目 又

杜
緻
●

墓芸 鳶 書 濃 の
農機

鞭 に
青疇

幼心 遺 児発 含
児 身穏 暮達 む

教 蘭
書よ

緻成
青の

各
緻

著
書
の
指
導
法

特
別

緻 〈活
雷■用

生法
露

芸 讃 遵法 島
檜

の 訪 ↓

糟 身
内分

遭会 のす ．の（ 及及 ．
呈蓬 雪 空掌 〉

の 畿曹

に的 書方 科 活 の t 慮 嚇 に

科　 ＿ 景
義

次の
に捷
★供

宝 島

並 史

闊又
す は
る簸

程法
の
麓

の
雷

勤
の
指

方 ■舌
は 薯む

導
の

蔓 苧書 法 の
覆

隋
●r

目
奈

義
■
の

受 羅

研 讐
鱒

丁等
る
各
■

び 及
豊富

書 塑

き髭 の の

董富 農主 意

のの 甲 を

社管
会的
的 事

．礪

■
き

■

法 礪
法

許

の

礫
■
及
び
方

カ る ．
三重 ；

セ壇 礫
リな ■

■
き

カ

る
科
目

免

■二

法

別

養

鶏

■

小学 校 棚

二 義 免書 状

5 15 l

9

救

科

の

う

ち

1

以

上

21 5 1 4 各教 科の
静 書法

S 鞭科
（音 楽、 鋼
轡工 作及 び
千五 雲量 喜

む． ）
各 1

2

56 ll 4 19

4

1 2

7 粥 3 t7 1 1

4
8 3 0 3 柑

3　 ■

1 0

9 2 5 2 13 8 各教科 の
給嶋 怯

3 緻科

（

■
〉

各 1

3
川 20 王 ‖

2

7

11 1 15 1 9 6

2
12 lO l 7 4

免 許 法義行
冊 第 日典
弘 碧 謂

及 び幕 ほ集
♯ 当

3 錆 2
9
t
科
の
う
ち
1
以
上

11 3 8
各 数科 の

指導 法

3 枚 科
ふ き弄 i き

＃ 書の うち
1 以上 を含
む ．）

各 1

2 5

4 20 2 ll

2

7

1

4

5 16 l 9 6 3

6 lO l 7 4 2

1■

小 事 せ

物 象 ■

免． 蘭・ 状

6 45 4

9

t

鴨 丁

の

う

ち

1

以

上

門 7 1 7
古 書科 の

指礪法

5 教科
（嘗★ 、同
声 工作 及び
＃書 の うち
1 以上 を含
む． ）

書 2

5

2

7 41 4 lt

8

1 5

4
8 甚 ユ H 1 3

9 ユl 8 ‡○ 5 1 2

3
11 28 2 17

4

1 0
4 緻科

（ ′ ）

各 1
1

11 20 2 14 8

2
12 15 1 11 3 6

3 最精
（ ■ ）

各 1
13 ・10 1 8 2 4 1

猫 糞 瑠

ll当

3

4

15

10
5 9

■
科
の
う
ち
l
以
上

5 2 1 1

！！年 改正 法
附 則 ♯ ll囁
■当

l lO 6 6 2 l 1

約年 改 正法
裟 雪 第 1叫 5 10 6 5 2 1 1

注1　r相中改正法」とは、♯ttt免書法の一群を改正する法慎（昭和掴年法ヰ第1開号）をいう．

2　こ鶴亀書状を有する書で．平成元年4月18以牡にtTtAに任●され又Ii■用書わたものが在■年■1岬を経逢した日から3年の間に免簡怯別さ

幕3■著わ且号の1是に上る檜壬書責け・当岨した日から3年を揖する日までに一■免許状を取得していない■削ま、同法刑蔵書3■考粛遁号の
他により量日以■はtt■書■位■は購■位となも．

一’　　　　　　　　　　　t

別表（＃14集■傷）

1小学校数■免許状

1

用

区

讐

桝

基 礎 資 格

在

■

年

数

最

低

犠

得

専 科 に関す る

科　 冒

農　 ■　 に　 ■　 す　 る　 科　 目

鴨
科

必　　　　 ♯　　　　 科　　　　 目

単

位

数

必

鯵

科

目

■

佐

敷

救■ のま 濃尊 に欄 す 最書 の 墓4 理 ■ に胃す る 教書 ■捏 及び 指凛 法 に叩す 錆 葺群 欝 菅 貴官 遺

る科 目 科 目 る科 目 又
は
た
t

裁役
■割
の

葺真 吾

の 及

進 の
鰻 機

会

義 に
青井
のす

貼 謹 呈望 吾

の 一、及及

♯綱
要萬

教威
書の
義方

Ⅰ喜

科

壬

の
持
場
法

特
別
括

義 〈活
書 簡用

茎法 れ ン知 及
青 グ■ ぴ

善良 ヰ

単 蓋

及

t ぴJ の 覆 る
食鷹
巣史

鹿 重 宝㌢

丑 の 蒙習

諸又

すは
る縫

穏 法
の
t

の
指
導

勤
の
播

の輪 を
万 機含

指
鶉

相 に を方
農 ■含 法

儀
の

に
■

佐

敷

痍 身
内 分

に
★

接 せむ の
環

｛ すむ
カ る

理
■

す

分
ぴ ♯ 保 す 蠣 び及 あ のの 社曹 ■ 法 濃 語 こ 鎗 ウ よこ 及 る

科教 ｛離 る にぴ 生攣 る心 遇 会的 き 法 及 ンヰの ぴ 目
員 研専 各 貴慮 徒 曹 幼 身軽 的■ ♯ 材 ぴ 七 的理 方
の 埠 壷 ■ ★想 のの 児 のを ．壌 ■ の 方 リな■

免

許

法

別

表

第

書 小学 校
呈．

隻．

鼻．

負．

ほ

ほ．

里．

旦

隼．＿… ．… … … ．＿… 靂

修． 二幾 紙 柊

■

小職 軸

ニ 積免 粁状

5 1 8 l

9

義

科

の

う

ち

1

以

上

ヱ1 5 1 4 各教 科 の
指 書 法

石最科
と空 弄邁

榊 の うち
1 以 上 を含
む． ）

書 1

2

5
6 ヰl 4 柑

4

1 2

7 l S l 17 1 1

4
8 】l 3 ほ

3

1 0

9 25 2 13 8 舌 徽 科の
掃儀 法

3 義 科

（

■
）

各 1

3
10 ！8 2 ll

2

7

111 15 l 9 ■　 6

2
12 lt l 7 4

免 許法 旛行
規 則第 日集
第 1 項 の濃

3 25 王
9
教
科
の
う
ち
1
以 ‾
上

13 3 8
各 教科 の

指導 法

3 教 科
（音楽 ．血
■ 工作 及び
体 廿 の うち
1 以 上檻含
む ．）

各 1

2 5

4 20 ！ l l

2

7

1

4

■ 考第 3 号
及 び第 12集
書 当

5 15 l 9 6 3

6 川 】 7 4 2

鶉

小 学 校

肋 教 義

免 肝 状

6 15 4

9

緻

科

の

う

ち

1

以

上

量I 7 1 7
書 閥 の

楕導 法

5 厳 科
（音楽 、 国
事 工作 1 ぴ
管 玉 窒主音

む ．）
各 2

5

2

7 40 4 21

8

1 5

4
8 35 3 ‡3 1 8

9 11 3 川 5 1 2

3
tO 25 2 17

4

1 0
4 緻 ＃

（ ■ ）

各 1
1

ll ‡○ 2 14 8

2
柑 ほ 1 1 1 3 6

3 枚 科
（ ■ ）

各 1
柑 lO 1 8 2 4 1

約年 改 正法
監雪 t llt

3

4

15

11
5 9

厳
科
の
う
ち
1
以
上

5 2 1 1

汁 年改 正榛
欝 那 覇 1 lO 5 5 2 1 1

打 率改 正撞
附則 篤 は項
緻 当

5 10 5 5 2 1 1

托l r約年改正法」とは、徽膏tA免許株の・一節を改正する法律（昭和29年法繊恥58即をいう．

2　二■免靡状露有する肴で、平成元年4月1日以襖に緻雷■釦こ任命され．又は■用されたものが在■年血相年を繰■した臼から3年の州に免許榛別凛

縛3■考第三号の貞慶による檜走をtげ．当椒した日から3年をヰ■する日までに一■免許状を取得していない■合札R珪別よ薫3●考鼻旦寸の
比定により丑日以書は暮鑑靡♯■位■は購■位となる．

（



2　中学校数鶴免貯状

義

用

区

分

種

別

基 礎 貴 格

在

■

年

数

最

低

儀

得

単

位

数

教科 に舛 す る

科　 目

触： l■　 に　 闊　 す　 る　 科　 目

厳
科

必　　　　 ＃　　　　 科　　　　 甘

単

位

数

必

傭
単

位

数

教■ の 童よ 等に 州す 義 雷の基 礁 理論 に 開す る 教書 書程 及び 指調法 に 押す 生 徒措 温教 育相 離及 び進
る 科目 科月 る科 目 路 相中 蔀 こ開 す る科 目 又

は
教軟投 教 鳳含 進の 敵 に 幼 心 遇児 発含 緻網 複 成 各 這 特　 裁 （括 生 法 教 ン知 及 進 法

■書l 員 務 む 脆 穐 書 開 児 身 穣董 遽む 青度 青の 救 醜 別 青慣 用 徒 青 グ譲 び 路 ■
の の及 ． 遭 会 のす ．の （及 及 ． に的 襖 方

理 法
の

科 の 活 の 報を 狩
場

の

相 にを 方 静 に

科

目

貴
慮

義 び
携 身

択 の
に凛

埋 る
念塵

児 発＋ び び
▲ 達 書生 攣

闘又
す は

の
指

貯
■

動
の

方機 含
法き む

改印 含 法
【す む

零
の

開
す

及 内分 暮 供 並史 及 及 の徒 習 る繰 薫 ■ 法 指 及及 嘩 カる ． 理 る
ぴ 疇 保 す専 び及 び び あの の 社 食 ■ 法 ヰ びび こ ■ ウ基 、一 ■ 科
数 ｛陣 ろ にぴ 生 攣 る心 通 会 的 及 法 接点 及 ンや の 及 日
Å 研専 各 救 急 雄 轡幼 身 程 的 事

．項

ぴ 術材 ぴ セ的 理 ぴ
の 準 攫 書想 の の児 の を ■ の 方 リな 論 方

免

許

法

別

養

鶏

■

中 華校 数■

‾書免 肝状

5 45 11I 1 告謡 羞

3 条 の 濃
の第 2 書
の科 目の
う ち2月
以 上の 科
目

各 1

柑

5

8

3

4
6 40 9 15

2

7 ‡5 8 14

7 3

8 川 7
免肝 法 ▲
行規 則 第
3 集 の さ
の＃ 2 巾
の科 目の
うち 1／2
以上 の 科
百

舌 l

13

4
9 25 6 12 6

2

ll 20 5 10 3 5

‖ 15 4 8

2

4

1
lt lO 3 1 科 目以

上
5 2

免許 捷 ▲行
規則 ♯ ll集
★ 1 項 の嚢

3 2 5 8 免 許 縫先
行 規則 第
3 条 の濃
の 第 2 I■
の 科 目の
うち 1／2
以 上 の科
目 各 1

10

3

5

2

4

4 I O 5 9

4

3

尊書 第 3 号
及び 集 相集
義 当

5 柑 4 8

2 1 2
8 lO 3 1 科 目以

上
5 2

免欝法 附 則
ホ 7 項 の凛
第 1 号緻 当

l一 lO 4 l 科 目以
上

8 2 2 1

価 法 相
第 7 境 の 嚢
第 2 号緻 当

3 10 4 1 科 目以
上

6 2 2 1

免 肝 法法相
集 7 境 の よ
第 3 号♯ 当

10 4 1 科 目以
上

6 2 2 1

免
lI
法
別
よ
篤
五

中華伐 最 ■

＝ ■免 靡 状
（集 甘）

3 15 8
免許 法 漉
行珊 第
3 集 の 濃
の♯ 2 1■
の科 目の
う ち 】／‡
以 上の 科

7 3 2 2

4 10 5 5 2 1 1

2　中辛校数■免許状

適

用

区

分

穂

別

基 ＊ 賞 揚

在

■

年

t

■

低

さ

得

単

位

数

教科 に闊す る

科　 目

よ　 ■　 に　 開　 す　 る　 科　 目

教
科

必　　　 儀　　　　 科　　　　 目

単

位

数

必

書

科

白

単

位

■

緻 1 の 忠義 等 に胃 す
る科 目

緻青 の基 ヰ理 書 に舛す る 教育 幕 檻及 び拇 拳法 に押 す 生徒 槽 喝教 書椙 ♯及 び遡
科 目 各科 目 路指 導尊 に 闊す る科 目 又

は
薇♯ 捜

1 割
の
慮
■

及
び
教
員
の

微温 含
員携 む
の及

進 の 敦に 幼 心遺 児発 含 農耕 厳 戒 各 遭 特 象′、惜 生法
徒
拝
■
の
理
論
及
び
方

教 ン知 及 進 法
路櫨
濃会

書輝

の す

児 身種 i 連 む

の（ 及及

書虔
に的

書の
■ 方

よ
科

♯ 別 書慣 用 書 グさ び 路 ■

■ ぴ こ 択の 礫 る 児発 ■ びび 〉 ■又 程 法

の
■
義
及
び
編

の の
指

括
勤

の鶉 を
方 は含

相 に 貴方
敵 舛合 法

指
導

に
内携身

内分
傘保
（ 陣
研 犠
句 を

に■
糞供

念 翳
並 史 ‾
び 及
に ぴ
裁 息
青 想

1 遽書 生華
及及 の徒 甘

すは
る躾

指
導

礪
法

の 法 媚 む 〈す む の す

す 専
る
各
種

ぴぴ あ のの
生攣 る心 過
徒習 幼身 稲
のの 児の を

ヽ

社 警
金 的
的 事

．項

法 指
導
法

及 及 ．
び び ｝
技 数
術 材

の

力 る ．
ウ墓 ）
ン書 の
セ的 礫
リな Il

理
論
及
び
方

る
科
目

免
許■
法
望・

萎

毒

筆

漫

摩 ．

車乗 軽 教場

二義 亀社 格

呈．

ま．

呈．

鼻．

！夢、

ほ

受．

負．

邑 ＿… ．＿＿＿＿… ，，… …薦

更貴 校泉 亀

一 義 免靡 状
‾コ茅 部 二二1－

ま

ま

鼻．

旦

l互

は

旦．

負．

隼．－… ＿＿■＿… … 山 ＿＿靂

免

許

法

；」

衰

第

糧

中 華枚 数■

二■ 免霹 状

5 l与 川 免 庸 法施
行 規則 第
3 集 のよ
の第 2 廿
の 科 目の
うち 2乃
以 上 の科
目

a l

川

5

8

3

6 41 9 15

2

7 IS 8 14

7 3

8 30 7
免 許法 施
行 舶 第
3 集の 表
の 第 2 柵

柑

4
9 25 6 12 6

2

10 lO 5 う ち1／2
以 上の科

10 3 5

‖ 15 4 各 l 8

2

4

112 10 3 1 科 目以
上

5 2

免 許法 施行
規 則第 1 1集
れ 1 坤 のよ
■書 第 3 号
及 び第 12集
鼓 当

3 25 6 免 許 法▲
行 規 則第
3 条 の貴
の 第 2 書
の 科 目の
うち l／2
以 上の 科
目 各 1

川

3

5

2

4

34 20 5 9

4
5 柑 4 8

2 1 26 10 3 1 科 白以
上

5 2

免静 雄附 則
第 7 項 の裁
第 1 号♯ 当

川 ll 4 1 科 目以
上

6 2 2 1

免静 法相 刑
第 7 境 の 豪
第 2 号轟 当

3 川 4 1 科 目以
上

6 2 2 1

免 れ三法附則
幕 †項 の 衰
第 3 号 義 当

10 4 1 科 目以
上

6 2 2 1

宣

誓

第
率二

野里 孜 垂 線

附 則第 15項 15 10

窮

ゐ常 呂1ご
うT iで …
者：享：馳

呈． 呈．

組

免
許
法
則
養
第
五

中華 校 歌■

ニ■ 免 許状
（実甘 ）

3 15 8
免 靡法 先
行 規則 第
3 集の 表
の 第 2 廿
の 精 良の
うち 1月
以 上の科

7 3 2 2

4 10 5 5 2 1 1



′‾■ヽ

苺

目　 各 1

免

許

法

則

義

弟

中 学 校

助 緻 ■

免． 肝 状

6 佃 川 免許 法上
行規 則第
3 集 のさ
の第 2 ■ ‾
の科眉 の
うち 之／3
以 上 の科
目 各 l

21 9 6 6

■　4
7 l O 9 柑 8

5 5
8 15 8 17 7

3
8 3 0 7

免 打 法▲
行 規則 弟
3 集の 喪
の 第 2 ■
の 科 白の
う ち 1／‡
以 上の 科
目

各 1

15 6

4 4
】0 王与 8 1 3

5 21 1 20 5 l l 3 3

12 15 4 9 4 2 2

1
柑 lO 3 1 科 8 以

上
6 2 1 1

紺 年改 正法

附 則覿 11礪

♯ 当

3

4

15

10

川

免許 浅▲
行朋 第
3 集 の嚢
の第 2 十
の科 E＝こ
つい て
各 1 以上

免

許

捷

別

■

第

五

中 年 校

的 緻 ■

免． 霹 状

（奥晋 ）

6 t O 10
免 靡 撞▲
行 軸 第
3 集 の義
の 第 2 ■
の 科 目に
つ い て
各 2 以上

lO 4 2 2

7 15 8 7 3 2 2

8 lO 5
免 簡法 ▲
斤 規則 第
3 曇 の喪
の 第 2 柵
の 科 目に
つ いて
各 1 以 上

5 2 1 1

免許 扶別 よ
第 5 ■考 第
5 号 義 当

6 10 5 5 2 l 1

注l r2咋改正軌と軋緻書■員免許法の一筋を改正する法韓（昭和拍年法緻第15岬）をいう．

2　＝暮免許状を有する書で・平成元年4月1日以鮒こ緻書1月に任命され又はi用されたものが在■年数柑年年　纏現した日から3年のlHこ免許法別表

★3■考簾旦号の規定による指定を隻け・当鵬暮した日から3年を経過する日までに一櫨免芥状を取得していない■合札同法別表第3■考着通号の
規定に上り避日以徴は■艦靡■斗位数は捕羊位となる．

目　 名・1

魚

群

法

別

表

♯

中 華 枝

物 畿 ■

免 許 状

6 哺 lO 免許 法上
行 舶 第
3 集 の塵
の第 2 ■
の 科 目の
うち 2／3
以 上 の科
目 各 1

2 1 9 8 6

4
7 側 9 19 8

5 5
8 35 8 17 7

3
9 31 7

免 許法 篤
行 棚則 第
3 集の 濃
の ♯ 2 ■
の科 眉 の
うち1／王
以 上の科
目

書 l

ll 6

4 4
ll 25 6 13

5 2
‖ 20 5 11 3 3

12 15 4 9 4 2 2

1
13 10 3 1 科 白以

上
6 2 l 1

門年 改正 法

附 則 ♯ ll嘲

ll 当

3

4

15

10

ll

免許 法上
行朋 第
3 集 のよ
の第 2 ■
の尊 ∈＝こ
つい て
各 1 以上

魚

群

法

則

去

第

五

中 学 援

助 緻 ■

免 許 状

（央 甘）

6 20 川

免群 法義
行 1 則第
3 集 の士
の集 2 ■
の科 削 こ
つい て
各 2 以上

lO 4 2 2

7 15 8 7 3 2 2

8 lO 5
免■磯 膿
行鯛員l鶉
3 象 の兼
のホ 2 欄l
の科 目に
つい て
各 1 以上

5 2 1 1

免 許 法別 表
第 5 11 考 第
5 号 麟当

6 ll 5 5 2 1 1

注1「拍年改正軌　と軋教書■Å免靡法の一筋を改正する法隷　昭和約年扶捧第は号）をいう．

2　二義免許状を有する欝で、平成元年4月1日以後に教書■員に任命され又は書用されたものが在■年数12年を簸遺した日から3年の間に免欝法別表

第3●考覿三号の規定による檜定を貴け・当畿経過した日から3年を経過する日量でに一書免許状を敬糟していない■合は、同法別褒第3■考集旦号の
農死により翌日以糧は■戚修得単位牡は45半枚となる．



3　轟讐学校数■免許状 3　ホ書拳捜緻暮免静状

遭

種

別

皇 女 資 格

在
■

艦

教 科 に＃ す る

科　 月

教　 ■　 に　 ■　 す　 る　 科　 目

厳
科

必　　　　 靡　　　　 井　　　　 目

必
緻 ■ の まi 鴨 に沸 す 薇 青 の 基ヰ 理 書 に■ する ♯ 青 書礫 及 び 指導 法 に 誠 等群 芸 苧 豊 富 遷
る科 臼 科 目 綱 す る科 臼 又

ま
用

区

分

■

年

数

鐘

得

単

位

数

単

位

擁

科

目

単

位

教 投
書 割
の
篇
■

緻服 含
員帯 む
葺 き J

霧 身

進 の
鰭 機
齢

に提

厳 に
青 綱
のす
礫 る
念 慶

幼心 1 児発 含
児身 頓 魔逮 む

姑完 謎 巷 J

i 速 害 生苧

■ ■

・書 廣
に 的
ll 又
す は

厳 戒
書 の
木 方
程 法
の

各
教
科
の
拷

特
別
活
動
の

緻（ 清
書 慣 用
の書 を
万 機 含 ‾
浅 場 む

生 怯
徒
指
導
の

触 ン知 及
■ グ ♯ぴ
欄 に を方
熱 学書 法

l 逢旭

路
指
導
の

i
t
■
に
回
す

数 数 及
び
畿

内分
蓉保
蒜 等

責 供
す 替
る

並 史
藷

及及 の 徒習
ぴぴ あ のの
生半 る 心1 ．

る縫
社 営
舎 的

ま
■
及

嶋
法

狩
場
絃

及 及 ．
びび ）
技 教

理
■
及

カ る ．
ウ 基 ）
ン■ の

理
論
及

る
科
目

員 各 教 鬼 徒 晋幼 身極 的 事 ぴ 栴 材 ぴ 七 的埋 ぴ
の 準 橿 書 想 のの 児 の を ，礪 ■ の 方 リな隷 方

虫

匿

猿

一

凛 憂

隻

専 3 l∫

任　　　　　　　　　 意覇．．．．●．目鼻

よ 急触 込

ま

鼻．

負．

ほ

里．

隻．

草 餅
5 lO 6 任　 暮 ．全・ 任　　　　　　　　 意

蔓
．，二尊号 寮 ＿．．

若 殿
1 川 4 旦． 任＿．－＿＿… … … … ▼… 寛

免
悪

賢

寧

雲煙 象 宅 建

附則 象 1号現

象豊

！聾 鼻．

確 増

の刑 1■
努 野

戦 詣

夢 琶

暮　　　　　 に　　　　　 2 4　　　　　 単

よ．

，堅
任

憲

等

黍．蔵 ，竿 ．挽 3 15

隼 ．．．刑 ．… ＿… ．●．～．泉
4 lt

土蔵 免 軽 装

，！男 君え＿

鼻．

卓．

旦．

鼻．

免

許

捷

高 等 学 校

助 覿 ■

免 許 状

5 45 川 I 免椚：践 ▲
行規 則 篤
4 集 の 蓑
の♯ 2 糟
の科 目の
う ち乱川
以 上の 科
目 各 1

1 2

5 4

3

8
6 ㈹ 9 l t

2

7 3 5 8 lO

4 3

7

8 30 7
免 許蛙 ▲
雪雲 讐 雲

の 第 2 書
の 科月 の
う ち l／！
以 上の 科
目

書 1

9 6

9 2 5 6 8

3

3 5

ll 2 0 5 7 2 4

ll 15 4 6

2

2

1 3
け ll 3 1 科 目以

上
4 1

免許 法施 行
農 期 第 11条
第 1 項 の衰
■ 考 ♯ 3 号
及 び ♯ 12集
轟 当

3 2 5 5 免 れ；榛 ▲
雪 空聖 書

の 第 2 柵
の 科 目の
う ち l／I
以 上 の科
目 書 1

7

3 2

2 8

4 2 0 4 6

l

7

5 15 3
1 科 目以
上

5

2

2 8

6 10 3 4 1 3

約年 改 正 法

10 ，l ！0

免 貯 法上

行 規則 第

4 集 の喪

の ★ 2 ■

の 精 目 に

つ い て

！l 10 8 6 川

1 1

12

隋

抑
18 22 9 7 8 t4

川

ll

75

70
18 19 8 8 5 11

1 5

川

15

㈹
14 17 7 6 4 11



檜員♯ 8 礪

鼓当

17

18

柿

8 0
ほ

各 1以上
14 　 6 5 3 lO

1， l E
川

免 II法▲
抒姻 幕
諸 絹

の科 目の
うち2／3
以上の科
目 舌 1

l】 5 4 3 8
21 ll

21

22

8 5

38
8

9
4 3 2 7

H

24

25

掴
6

免許桂儀
行規則第
4 集のさ
の第 2 11
の科 目の
うち1／‡
以上の科
目 各 1

7 3 2 2 6

25 15 4 5 2 2 1 5

帥 川 3 1 科目以
上

4 2 1 1 3

免許法簑行
農朋附則
竃 轡

4

5

哺

18
lq

免許法▲
行鼠劇第
4 集の蓑
の第 2書
の科目の
うち 2／3
以上の科
目 各 1

12 5 4 3 8

6

7

∬

30
8 9 4 3 2 7

8

9

25

‡○
6

斧雲羞彙

4 集の嚢
の事 2 ■
の科目の
うち 1月
以上の科
目 呑 1

7 3 2 2 6

川 15 4 5 2 2 1 5

l l 10 3 1 線日　以上 4 2 1 1 3

■ 上
（事象年限

2 年）

6 仰 ll 免れ二法暮
行鏡月井
4 集の嚢
の第 2 ■
の科目に
ついて
各 1以上

ll 7 5 4 11

7

8

∬

帥
12 14 6 5 3 10

9

10

4 5

小
10

免許法i
謂 讐雲

の■ 2 ■
の科目の
うちヱ／i
以上の科
目 各 1

12 5 4 3 8

1 1

1 2

1 5

一〇
8 9 4 3 2 7

l l

1 4

25

川
6

稚 苗妻

紹 絹

の科目の
うち】／王
以上の事l
目 各 1

7 3 2 2 8

1 5 ほ 4 5 2 2 1 5

川 川 3 1 科目　以上 4 2 1 1 3

蛛 豪産法

相則熟 年泉

慧羞

鼻． 負．

肇

惑

辞 鎧

よ． よ．

負託線椚泉

蚤．ま片雲策

旦艮教養

ほ ！象

領 韓

琵 琶

墜：と払 去

鼻． 旦＿

重 官 纂

（真晋）

3 ll

5

免許法暮
＃

科目につ
いて各 1
臥上
腿

よ り多 い
野 は暮

5 2 2 1

円 上
鮮 謂 6 10

象
費
漫
　
組
　
妻
帯
　
曙

別

表

第

■

附綱第 8 項

♯当

17

川

貼

帥
l！

a l 以上
川 6 5 3 lq

相

即

45

40
川

免許注▲
雪㌍ 曇

の第 2 ■
の科目の
うち 2／3
以上の科
目 各 1

ほ 5　－ 4 3 8

21

2 2

ユ5

加
8

9
4 3 2 7

門

2 4

‡5

2tl
6

免書法先
行貞則集
ま圭絹

の科 目の
うち】／2
以上の科
目 各 1

7 3 2 2 6

2 5 柑 4 5 2 2 1 5

2 6 lO 3 1 縞 目以
上．

4 2 1 1 3

免許法上行
親月川 l則
第的項及び
第帥礪轟当
（■稟年 I l

3 年）

4

5

45

41
lO

青雲歳費

4 ▲の嚢
の第 2■
の科 目の
うち 2／さ
以上の科
目 各 1

Ⅰ2 5 4 3 8

6

7

35

30
8 9 4 3 2 7

8

9

錆

引I
6

祐 蒜毒

孟豪雪毒

の科目の
うち l／！
以上の科
目 各 1

7 3 2 2 6

ll 15 4 5 2 2 1 5

1 1 10 3 1 科目　以上 4 2 1 1 3

同 上
（♯■年電

2 年）

8 榊 11 斧生姜董

4 ■の嚢
の第 2■
の科目に
ついて
各 1以上

11 、 7 5 4 ll

7

8

∬

5 0
は 14 6 6 3 tq

9

川

1 5

1 0
lO

免許法▲
行規則♯
4 集のよ
の鶉 2■
の科白の
うち l／ユ
以上の科
目 各 1

12 5 4 3 8

日

12

3 5

3 0
8 9 4 3 2 7

1き

11

2 5

2 0
6

免簡法上
斤規則第
4 集の蓑
の第 2■
の科目の
うち】／2
以上の科
目 呑 1

7 3 2 2 6

15 15 4 5 2 2 1 5

川 lO 3 1 科目　以上 4 2 1 1 3

免
静
怯
別
さ
集
五

■ 響 牛 虎
助 緻 ■
免 許 状

（実習）

き 11

5

免許捷■
雪雲雷雲

呈璧

科目につ
いて各 1
臥上
組

主呈急呈

択〉

5 2 2 1

円 上
琶 酢 芸 6 l O

し



毒′ト



4　幼稚■緻■免許状

■

糧

別

基 ■ 賞 揚

在
■

庇

厳 科 に円す る科 目

敦　 ■　 に　 ■　 す　 る　 科　 目

厳
科

又

必　　　　 ♯　　　　 科　　　　 ヨ

必

数 ■の 意義 等 に搾す 教 育 の基 ■増 ■ に闊 す る 教育 礪程 及び 指導 生掛 折 線 拍

る 科 日 科 目 法 に河す る科 白 E l する抑 は

用

区

書

中

t

書

得

単

位

■

位

鐘

科

単

位

敦 投
七 割

の
t
t
及

拙 含

Å務 む
の及 ．
慧㌻

内分

進の
趨機
遍会
釈の
に提
賞供

書 に
書 闘

の す
星 嘉

並 史

幼 心▲ 児発 含
児 身軽 董 凄む

．の（ 及及 ．児 発け び び〉
1 達書 生攣
及 及の 徒習

畿 網
青 よ
に的
■ 又
す は
る縫

欝

■方
程法
の
薫

保
書
内
書
の
指

最 〈活

書 慣用
の 七 を
方 機含
緩 さむ
及 及 ．

幼 法
児
礫
★
の
理

厳 ン知 及
脊 グ義 び
相 にを 万
難 岬合 法
（す む
カ る ．

救
■
に
■
す
る
科

分 数
駄

自
数 ぴ

緻
容儀
（■

す寧
ろ

び 且
にぴ

ぴ ぴ あの の
生 攣 る心j■

社 嘗
会 的

鶴
及

導
法

詣 ｝ 書
及

ウ 基〉

ン社の

日

員 新 等 各 拙 鐘 轡幼 身楓 的 事 ぴ ♯ 材 ぴ セ 的理
の 句 を ■ 書 憑 の の児 の を ．項 ■ の 方 リな輸 ■

免

許

法

例

よ

篤

■

幼稚 叫 畿■

二 義免 許状

5 4 5 4

小筆 校 の 9 教科 の

うち 1 以上 の科 目

20 6 13

1

6

6 4 0 4 1 8
5

lZ
5

7 35 3 16 10

8 帥 3 14 4 9
4

9 25 2 12
3

8

11 20 2 10 6
3

ll 15 1 8
2

5

1董 ll 1 7 4 2

免 簡 捷篤行
蝿 朋1 1 1九
第 l J■の 豪
儀 考第 3 号
及 び第 1！集
暮 当

3 25 2

小 事校 の 9 厳科 の

うち 1 以 上の科 目

12
3

8

1

6

4 ‡○ 2 lO ・6 5

5 15 1 8
2

5 4

8 10 1 7 4 2

■

幼 ♯ ■

助 畿 ■

免 靡 状

6 16 5

小学校 の 9 厳 科の

うち l 以 上の 科 目

‡0 9 18
3

7 40 4 27 8 川

8 35 3 糾 7 14

29 30 3 21 6 lさ

10 鴇 2 18 5 ‖

‖ 20 2 15
4

9

11 2 1 5 1 ’ 1‡ 7

ほ 10 1 9 3 8

羽 年改 正法
幣剛 第 11礪
■ 当

3

4

16

川
5 同　　　　　 上 5 2 1 1

拍年 改 正法
腑朋 鶉 12疇
♯ 当

1 川 5 岡　　　　　 上 5 2 1 1

注　　r王畔改正軌と軋緻雷■1免許法の一事を改正する法■（昭和量年年法相15持）をいう．

4　幼稚■♯▲免許状

■

1■

別

基 礎 1 格

在

t

■

低

畿 林 に闊す る科 目
蔵　 書　 に　 関　 す　 る　 科　 目

教
科

又

必　　　 傷　　　 科　　　　 目

必

教書 のよ 儀尊 に 内す 厳 書の よ礎 理生 に ｛す る 土管 集権 及 び指 導

接 にl■す る科 目

生榊 析 伽 び

用 擁
る科 白 科 目 排 榊 批 粛す硝 目 は

区
年

鼓

得

事

騨

■位

修

科

単

位

教捜
■ 割

の
士
■

教 丑含
■ 務む
の 及 ．
ま ㌻

壇 の
路 ■
遭 会
択 の
に攫

最 に
曹 †l
の す
詣

幼心 遺児 発含
児身 軽暮 連 む

．の （及 及 ．児発 II び び、‘
■遭 菅生 華

教職
★虞
に的
闊又
す は

■ 成
青の
書 方
穣 法

の

保
育
内
馨
の

救 ノ、括
青 惰用
の 輪 を
万 機合
法 欝む

幼 法
児
礫
鱒
の

よ ン知 及
書 グ■ ぴ
相 にを 方
＃闊 含 法
■【す む

緻
■
に
闊
す
る

分

位

数

数
日

数
及
び
厳

内 分
智 保
′、離

★ 供
す 攣
る

並 史
び及
に ぴ

及及 の毛 管
びび みの の
生半 る心 ■

る鐘
社 告
金 的

鳶
■
及

撒
礪
法

及 及 ．
諾 ）

壕
■
及

カ る ．
ウ墓 ■）
ン種 の

科
日

且 研等 各 書 恩 徒晋 幼身 軽 的 事 ぴ 鮪 樹 ぴ 七的 攫
の 饗 を ■ ■想 のの 児の を ．礪 轟 の カ リな i■

免

肝

枯

別

表

集

要

せ．

勧策 等農 鶉 ．

二集 魚教 場

呈．

呈．

鼻．

隻．

ほ

！夢．

里．

負．

．嵐 ．＿＿．‖＿＿… ＿＿．＿．＿＿＿よ

■

幼稚 ■畿 ■

ニ■ 免許 状

5 15 4

小筆 校 の 9 厳 科 の

う ち 1 以上 の科 目

20 6 1 3

1

6

6 40 4 18
5

1 2
6

7 35 3 16 lO

8 30 3 川 4 9
4

9 ‡8 2 柑
3

8

IO Zl 2 10 6
3

ll ほ 1 8
2

5

12 10 1 7 4 2

免許 扶よ 行
規 則 第 11点
第 1 項の 喪
● 寺 井 3 号
及び 鶉 12典
故 当

3 25 2

小筆 綾 の 9 厳 科 の

う ち 1 以 上 の科月

12
3

8

l

6

4 20 2 10 6 5

5 15 1 8
2

5 4

6 10 1 7 4 2

種

幼 稚 ■

肋 敵 ■

免． 許・ 状

6 45 5

小字 校の 9 教 科 の

う ち 1 以 上の 科 目

30 9 1‡
3

7 40 4 27 8 川

8 15 3 24 7 14

29 iO 3 21 6 13

10 2 5 2 18 5 11

‖ 20 2 15
4

9

111 15 1 l！ 7

13 10 1 9 3 6

29年 改正 法
附 則 第 11礪
鍍当

3

4

15

川
5 闘　 ■　　　　 上 S 2 1 1

門年 改正 法
樹 朋 第日 1
義 当

1 ll 6 岡　　　 ■　 上 5 2 1 1

注　　「四年改正法J　とは、蠍▼■1免書法の一一節を改正する法揮（昭和Z年抜放　鶉15鳥号）をいう．



5　■■教義免霹状

遍

種

別

基 礎 責 ＃

在 ▲

濃 糧 に膏す る科 巨 敦　 ■　 に　 闊　 す　 る　 科　 白

養

蝉 斗
用 ■

低

♯

t 〈

生 予
攣防

学

校

■

覆

巣

養
事

る科月 科月 科 目 肘 硝 8

絶

又

は

区 年

得

単

位

枚

数

及匿
び学
芸喜

＃む
生 ．

俣

●

轟

説

食
品
学
程
合

位

数

昔

の
意
義
及

唖 含

員 携む
の 及 ．
■ ぴ｝
薦 身
内 分

進 の
脆 機
遇 会
択 の
に 提
糞償

教 に
膏 謄

のす
覆 る
念應
並史

幼心 遺児 発音
児身 毯童 凄 む

．の ■（及 及 ．児発 陣び び 〉
暮連 書生 華
及及 のせ 晋

教桝
青度

に的
R 又
すは
る饉

教 戒
書 の
★方
程 法
の
i

i す
せる
及内
び 癖
特
別

♯（ 滴
青借 用
の宅 を
方機 含
法線 む
及及 ．

生 法
徒
絆
凛

の
礫

救 ン知 及
瞥 グ津 び
相 にを方
雛開 合法
（す む
カ る ．

教
■
に
関
す
る
科

分 数 畿
事） む ぴ

救
え

替保
（■
朗等

す等
る
各

び及
にぴ
厳息

rぴぴ あの の
生掌 る心 ■
徒習 幼身 程

社 常
会 的
的事

義
及
び

清
勤
に

憲 ）

術材

輪
及
び

ウよ ）
ン孝 の
七的 理

8

の t を ■ 書想 のの 児の を 一項 ■ 開 の 方 リな 論

免

許

法

別

喪

第

六

1■

義1 1 緻 ■

二t 免 許状

3 2 0 8

2 2 2

6

2

2 2 2

4 15 7 5
2

1

5 10 6 4

亀井 法 ▲行
規則 第 12集

・集 17 集表
書キ 繍 当

1 10 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 意 2

免許 法朋 さ
鴨 6 脚
1 号隷 当

1 tO 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 鳶

■

1 線助 ■■

免 l杵 状

8 30 ll

2 2 2

8 4
2 2

27 25 12 7
3

8 ！○ 川 6

29 15 8 5
2

1

10 川 6 4

免 椚：法 刑責
第 6 傷考 事

2 号鰊 当
10 4 1 1 1 3 任　　　　　　　　 貴

四年 改 正法
附則 第 18項
轟 当

3 10 6 1 1 1 2 任　　　　　　　 ま

注　　r29年改正法Jとは、教書■1免許法の一書を改正する法ヰ（昭和四年法徴第158号）をいう．

6　号単機．暮肇枚及び義＃孝枝教■免折伏

暮

用

区

分

種

別

よ　 ■　 薫　 格

在

■

年

t

特　 捧　 教　 書　 に　 辞　 す　 ろ　 科　 目

▲
低

暮

位

数

必　　　　 鐘　　　　 科　　　　 目

♯書 のよ せ礫 凸 に舞す る科 目

心身 に■ 害の あ る 心身 に ■書 のあ る
鯵
得
単
位
■

幼児 、児 暮又 は 生
徒の 心理 ． 生理 及
び病 理 に■す る 科

目

幼児 ． 児童又 は 生
徒の 教 書事 程及 び
檜礪 法 に∬す る科
目

免

許

法

則

嚢

第

七

■

盲学 虎、 暮学 校

又は 鱒 学校
数■ こ犠 免許 状

3 6 6 2 1 1

約年 改正 法附 則
第 171轟緻 当 3 4 4 ‾ 1 1 1

■

小筆 嵐 中華 披、
高書 軸 又は 幼
稚■ ■■ の書 濃
免鱒 状

3 6 6 2 1 1

注　「粥年改正縫」と軋♯書tA免肝蛤の一節を改正する怯■（昭和壬9年扶持第1開号）をいう．

5・牡■敦■免許状

遺

種

別

基 ヰ 賞 揚

在 最

濃霧 に市 する 科 目 厳　 暮　 に　 鋼　 す　 る　 科　 目

養

■

必 靡 科 目

斗

必　　　　 儀　　　　 科　　　　 目

用 ■

低

♯

衛 （

完

学

校

＊

■

巣

兼
学

る 科 目 科 月 科 月 財 諸 員

醜

又

は

区 年

樽

単

位

佐

敷

及 鰹
び 華
公 を
彙 含
衛 む
生 ．

保

■

蠣

説

食
品
学
を
含

枚

数

教 役
儀鋼
の
t
t
及

敵鳳 含
1 務 む
の及 ．
■ぴ 、‾
携身
内分

㌫

遭会
択の
に提
∫供

数 に
廿 内
の す

．埋 る念 ■
並 史

幼 心遇 児発 含
児 身嶺 量逢 む

、の｛ 及及 ．児発 ■ びび ）
i 達 書 生学
及 故の徒 曹

最瀾
書度
に的
開又
す は
る縫

を 成
書 の
藁 方
程 法
の
宣

遷す
捲 る
及内
び奪
特
別

教 ′へ清
書惰用
の租 を
万 機含
法 響む
及 及 ．

生法
律
指
鶉
の
理

教 ン知 及
■ グ■び
相 にを方
談開 含法
｛す む
カ る ．

教
員
に
関
す
る
科

分 数 数
華 〉 む び

最
1

書保
‘「■
研 専

す書
も
各

語

数 盟

ぴ ぴあの の
生学 る心 4
徒習 幼 身程

社告
金的
的事

■
及
び

活
動
に

諾 ）

礪 材

論
及
ぴ

ウ基 ）
ンヰ の
セ的 理

自

の 甘準 種 青 想 の の児 のモ ．項 ■ 紳 の 方 リな 論

免

許

捷

別

表

第

六

車．

悸二

養 ．慕 農 ．諷

＝農 轟 社 格

呈．

曳．

鼻．

色．

ほ

！！．

里．

象

．邑 … ‥＿… ．… ．．．… 虔

尊

■ 護 れ ■

二 穐 免許 状

3 20 8

2 2 2

8

2

2 2 2

4 15 7 5
2

1

5 10 6 4

免 許 法施行
規 則第 12 桑

・第 17彙 表
書 考 鰊 当

1 lO 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 意 2

免 鮮 法別表
第 6 ■ キ第
1 号・隷 当

1 10 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 鳶

■

糞 攫助 教 ■

免 許 状

6 30 ll

2 2 2

8 4
2 2

27 25 12 7
3

8 2（I 川 6

29 1 5 8 5
2

1

10 lO 6 4

免 許 法別 表
第 6 ■ 考 第
2 号 隷 当

10 4 1 1 1 3 任　　　　　　　 意

29 年改 正 法
附 則第 Ⅰ8項
♯ 当

3 H l 6 1 1 1 2 任　　　　　　　 t

注　　rZ9年改正法」と軋厳書t員免許法の一陣を改正する法律（昭和拍年法律粗銅号）をいう．

6　盲学校、聾学校及び義■学校徽■免許状

遥

用

区

分

穂

別

基　 礎　 責　 格

在

■

年

数

特　 殊　 教　 書　 に　 ＃　 す　 る　 科　 目

■
低

事

佐

敷

必　　　　 修　　　　 科　　　　 目

教 書 の基 礎理 論 に粛す る科 目

心 身に♯ さ のあ る 心身 に陣 書 のあ る
♯
得
事
虚
数

幼 児， 児童 又は 生
徒 の心 理、 生理 及
び病 毒 に関 する 科
目

幼児 、 児童又 は 生
徒の 教育 課程 及 び
指導 法 に岬す る科
目

免

許

絵

肌

表

第

七

葦

墜

書黄 熟 ．．繁 覚醒

茎扶 養 錬葺 規

整農 二凛 規 準

3 15

．色 ．．．．… ，＿… ．… ．．．農
4

旦

鼻．

ほ

旦

鼻．

穆

音響 校 、書 学校
又 は■繍 学 校
鞭■ ニ 書免 絆状

ユ 8 6 2 1 1

閏年 改 正捷 附則
第 17項 ♯当 3 4 4 1 1 1

■

小学 校 、中 華校 、
高等 学校 又 は幼
稚胴 緻書 の 曹遭
免許 状

3 6 6 2 1 1

注　　「凹年改正絃」とは．農青■員免許槙の一層を改正する法律（昭和拍年結構彿l捕号）をいう．



事■■虚

生　 畿　 暮　 及　 び　 事　 故　 ■

華　 中 1　 年 2　 年 3　 年 4　 年 計

生

★

■

男

女

柑

事 故 暮

免許鼓科講義1■

魚　 群

免許

状精

雷雷

・免　 れ：緻 免　 許　 外

緻　 科

免許

状所

有雷．

免　許　 蠍 免　 許　 外

科　 担　 任 ♯ 網目虹 任 科　 館 ・任 厳 科 鶴 任

♯精 邁媚 t 科 1 菰 厳科 ■抱 緻科 遇損

t 亀住 任■ ね任 住持 ■ 担任 任l鴨 追使 任岬

●■ ＋蘭■ ■■ M t 讐■ 間数 ■欺 間数

注　全日ポ・露■巾別、車検・分校別に中書すること．

第9キ儀式（鶉13t■≠）

ホ知鼻教書璽貴会　■

毅■書

所在穐　　一

筆校名

学校長

年　　　月

徽Ttt免■撞附則♯21の1走により免許教科外の教科数捜楓任の許可について

絶佳緻■と連書のうえ下記のとおり中書します．

た

免■緻科外祖佳肴及びt科

t ■ の氏名 印

免　 許　 緻　 ♯　 外　 の　 わ　 任

岨　任　 理　 由
緻　 科

1 担任

鴨憫■
媚．任・期i椚

年 月 日か ら

年 月 日主で

せ任しようとするれ■のt■専

氏　　 名 ■　♯・筆　 ■
義暮♯

■年■

所　 有　 免　 静　 状
傷　 考

暮　 ■ 蠣： ：梓

生　徒　数　及　び　学　級　数

学　　　 年 1 年 2　年 3　年 1 年 計

㌢ 生

徒

数

男

女

計

学　級　数 f l
免許教科別教員数

最　　　料
免許
状 教　　　科

詞 免許教
科担任免拝外教科担任

有者
故

蔓認諾綜 遇
担任住
着

国　　　語 l 技　　　　術

社　　　会 雷　　　　睦

．数　　　学 】 職業指導

；理　　　　科 ‡
英　　　　語

音　　　　楽 l H
工　　　　芸

嬰　　　　術 日

I I
寄　　　　道

1

促健体育 l f

！保　　 健 ‡ 1 l L

注：全日制・定時側臥本校・分校別にや許すること．

幕9書撫式（第13集鋼儒）

年　　月　　日

轟知鼎教書委A全　様

最電着

所在地

攣校名

学校鼻　　　　　　西

鉄青職員免許法附則帯2堺の規定に上り免肝教科外の教科救援担任の許可につい

て担任教論と連署のうえ下起のとおり申請します．

紀

免許蓑料外担任者及び教科

鐘鶴の氏名 申
免許教科外の担任

担　任　理．由教 科郡 望 担任期間
葺 月 瑚

　 t
f 「1 I

抱任しようとする教諭の履歴等

・・「●∴．．・・

巨〒拝巨≠｝
‾　　　　　　　－　▼　　　　　　　　　＿



別添3

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
1

平
成
十
二
年
三
月
二
十
八
日

高
知
県
教
育
委
員
会
委
員
長
　
宮
地
　
爾
典

高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
高
知
県
教
育
委
員
会
規
則
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
第
一
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
宣
誓
書

第
四
条
第
二
項
中
　
「
次
の
各
号
に
」
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
宣
誓
書

第
四
条
第
四
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
宣
誓
書

第
四
条
第
五
項
中
　
「
次
の
各
号
に
」
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
宣
誓
書

第
五
条
第
一
項
中
「
次
の
各
号
に
」
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
三
号
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ニ
　
保
健
婦
、
保
健
士
、
看
護
婦
、
看
護
士
、
准
看
護
婦
又
は
准
看
護
士
の
免
許
証
の
写
し

第
五
条
第
一
項
第
四
号
及
び
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
身
体
に
関
す
る
証
明
書



五
　
宣
誓
書

第
五
条
第
二
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六
　
宣
誓
書

第
六
条
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
　
宣
誓
書

第
七
条
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
条
第
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

七
　
宣
誓
書

第
八
条
第
一
項
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
宣
誓
書

第
八
条
第
二
項
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
項
第
四
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

四
　
宣
誓
書

第
九
条
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
　
宣
誓
書

第
十
条
中
　
「
次
の
各
号
に
」
　
を
　
「
次
に
」
　
に
改
め
、
同
条
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
　
宣
誓
嘗

第
十
一
条
の
見
出
し
を
　
「
　
（
提
出
書
類
の
省
略
）
　
」
　
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
　
「
身
分
証
明
書
」
　
を
　
「
宣
誓
書
」
　
に
改
め

る
。別

記
第
二
号
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



第2号様式（第4粂一第10条関係）
履　　歴　　書

本籍地
匝 住可

紆 瑠
年　　 月　　 日生

学　　　　　　　　　　　 業

期　　　 間 学　校　名　等 修業年数

年　月　日から　 年　月　日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　 日まで 年　月

年　月　日から　 年　月　 日まで 年　 月

業　　　　　　　　　　　 務

期　　　　 間 勤　　　 務　　　 先

年　月　日から　 年　月　日まで

年　月　 日から　 年　月　日まで

年　月　 日から　 年　月　 日まで

所　有　す　る　免　許　状

授与年月日 免許状の種類・教科 番　　 号 授　与　権　者

賞　　　　　　　　　　 罰

年　　 月　　 日

身　上　に　関　す　る　事　項

年　　 月　　 日

上記のとおり相違ありません。
年　　月　　日

氏　　名

注「業務」柵の「勤務先」は、教員歴にあっては職名も記載してください。



別
記
第
十
一
号
様
式
注
中
　
「
渦
詐
掛
軸
沖
宝
儲
淑
詐
掛
軸
」
　
を
　
「
熟
朝
鮮
藤
如
＞
河
茹
薄
蔀
軒
＞
」
　
に
改
め
る
。

附

　

則

（
施
行
期
日
）

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
前
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
て

い
る
書
類
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
各
相
当
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の

と
み
な
す
。



新

新

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
抜
粋
）

n
ロ

対

照

表

（
免
許
法
に
よ
る
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
四
条
　
免
許
法
第
五
条
の
別
表
第
一
又
は
第
二
の
規
定
に
よ
り
免
許
状
の
授

与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
～
五
　
略

六
　
宣
誓
書

七
　
略

2
　
免
許
法
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
工
業
の
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
教

諭
の
一
種
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、

者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権

四
　
宣
誓
書

3
　
略

4
　
免
許
法
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
普
通
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る

者
は
、
刻
吋
掲
げ
る
書
類
を
授
与
横
着
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

、
四
　
宣
誓
書

5
　
免
許
法
附
則
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
養
護
教
諭
の
二
種
免
許
状
又
は
保

健
の
教
科
に
つ
い
て
中
学
校
教
諭
の
二
種
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者

旧

教
育
職
員
免
許
状
に
関
す
る
規
則
（
抜
粋
）

（
免
許
法
に
よ
る
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
四
条
　
免
許
法
第
五
条
の
別
表
第
一
又
は
第
二
の
規
定
に
よ
り
免
許
状
の
授

与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
～
五
　
略

－

　

●

　

－

　

－

　

－

　

■

●

　

■

I

　

■

　

■

1

■

1

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

■

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

I

　

－

　

－

　

－

　

1

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

　

1

　

－

　

－

　

－

　

－

　

－

一

●

　

l

 

l

 

l

　

一

　

t

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

●

六
　
本
籍
地
の
市
町
村
長
の
発
行
す
る
身
分
に
関
す
る
証
明
書
（
以
下
「
身

分
証
職
者
〕
．
古
は
‥
号
J
：

七
　
略

2
　
免
許
法
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
り
工
業
の
教
科
に
つ
い
て
高
等
学
校
教

諭
の
一
種
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
兜
町
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を

授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

取
：
身
餅
諮
卿
畢

3
　
略

4
　
免
許
法
第
十
六
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
普
通
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る

者
は
、
次
の
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
■
　
○

l
V一

～
三
　
略

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

　

一

　

　

l

　

1

．

1

　

1

　

1

　

●

四
　
身
分
証
明
書

5
　
免
許
法
附
則
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
養
護
教
諭
の
二
種
免
許
状
又
は
保

健
の
教
科
に
つ
い
て
中
学
校
教
諭
の
二
種
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者



は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

呵
■
劃
誓
書

第
五
条
　
免
許
法
第
六
条
の
別
表
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、
第
七
若
し
く

は
同
法
附
則
第
十
一
項
又
は
同
法
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員

検
定
に
よ
る
免
許
状
の
授
与
を
廣
い
出
る
者
は
、
習
叫
絡
げ
る
書
類
を
授
与

権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
二
　
略

三
イ
～
ハ
　
略

二
　
保
健
婦
∵
保
健
士
、
看
護
婦
、
看
護
士
、
准
看
番
線
刻
刷
粗
肴
観
士

例
刻
甜
細
面
朝
u

ホ
～
チ
　
略

四
　
身
体
に
関
す
る
証
明
書

五
　
宣
誓
書

2
　
免
許
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
特
別
免
許

状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五
　
略

六
　
宣
誓
書

七
　
略

（
施
行
法
に
よ
る
免
許
法
授
与
の
出
願
）

は
、
塾
慧
貰
痔
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
」
　
○

L
V

一
～
三
　
略

取
：
身
餅
証
跡
番

第
五
条
　
免
許
法
第
六
条
の
別
表
第
三
、
第
四
、
第
五
、
第
六
、
第
七
若
し
く

は
同
法
附
則
第
十
一
項
又
は
同
法
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員

検
定
に
よ
る
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
兜
町
各
号
は
掲
げ
る
書
類

を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
二
　
略

三
イ
～
ハ
　
略

コ
：
保
健
称
叉
は
馨
レ
ぐ
は
搬
看
護
好
み
免
許
蛾
の
現
し

ホ
～
チ
　
略

取
；
保
健
所
必
要
行
す
忍
身
体
は
芸
晋
．
州
以
下
」
卦
体

に
矧
す
忍
離
郷
番
〕
一
‥
q
呵
－
寄
．
「

丑
：
身
分
証
好
事

2
　
免
許
法
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
特
別
免
許

状
の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
五
　
略

六
　
身
分
証
明
書

七
　
略

（
施
行
法
に
よ
る
免
許
法
授
与
の
出
願
）



第
六
条
　
施
行
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
免
許
状
の
授

与
を
願
い
出
る
者
は
、
測
吋
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

一
～
四
　
略

五
　
宣
誓
書

（
外
国
に
あ
っ
て
授
与
さ
れ
た
免
許
状
を
有
す
る
者
等
の
免
許
状
授
与
の
出

願
）

第
七
条
　
免
許
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
免
許
状
の

授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
督
叫
絡
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
～
六
　
略

七
　
宣
誓
書

（
特
殊
教
科
の
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
八
条
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
特
殊
教
科
の
免
許
状

の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
刻
吋
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

四
　
宣
誓
書

2
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
殊
教
科
の
免
許
状

の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
習
叫
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け

・
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

四
　
宣
誓
書

第
六
条
　
施
行
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
免
許
状
の
授

与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四
　
略

丑
：
身
分
証
跡
番

（
外
国
に
あ
っ
て
授
与
さ
れ
た
免
許
状
を
有
す
る
者
等
の
免
許
状
授
与
の
出

願
）

第
七
条
　
免
許
法
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
免
許
状
の

授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
の
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
六
　
略

七
．
．
身
分
証
卿
草

（
特
殊
教
科
の
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
八
条
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
の
規
定
に
よ
り
特
殊
教
科
の
免
許
状

の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
の
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

取
：
身
分
証
矧
草

2
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
特
殊
教
科
の
免
許
状

の
授
与
を
願
い
出
る
者
は
、
次
町
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三
　
略

取
…
身
分
証
阻
草



第
九
条
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
又
は
同
規
則
第
六
十
五
条
の
規
定
に

ょ
り
教
育
職
員
検
定
に
よ
る
特
殊
教
科
の
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者

は
、
習
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四
略

司
t
．
．
剖
誓
－
書
轟

（
旧
令
に
よ
る
免
許
状
を
有
す
る
者
の
免
許
状
交
付
の
出
願
）

第
十
条
　
施
行
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
免
許
状
の
交
付
を
願
い
出
る
者
は
、

督
絡
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四
　
略

五
　
宣
誓
書

（
提
出
書
類
の
省
略
「

第
十
一
条
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
書
類
の
う
ち
、
現
に
教
育
職
員
と
し
て
在
職
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
必
要

と
認
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
剖
誓

1
割
及
び
身
体
に
関
す
る
証
明
書
は
省
略

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
略
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一
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l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

■

l

（
特
殊
教
科
の
免
許
状
授
与
の
出
願
）

第
九
粂
　
免
許
法
施
行
規
則
第
六
十
四
条
又
は
同
規
則
第
六
十
五
条
の
規
定
に

ょ
り
教
育
職
貞
検
定
に
よ
る
特
殊
教
科
の
免
許
状
の
授
与
を
願
い
出
る
者

は
、
次
の
各
号
ば
絡
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
■
　
○

l
V一

～
四
　
略

丑
：
身
分
証
跡
草

（
旧
令
に
よ
る
免
許
状
を
有
す
る
者
の
免
許
状
交
付
の
出
願
）

第
十
条
　
施
行
法
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
免
許
状
の
交
付
を
願
い
出
る
者
は
、

次
の
各
号
は
掲
げ
る
書
類
を
授
与
権
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
四
　
略

l

 

l

　

▲

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

 

l

　

一

■

　

I

 

t

一

　

l

　

●

五
　
身
分
証
明
書

．
葱
鮒
す
べ
ぎ
要
略
「

第
十
一
条
　
第
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
に
よ
る
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
書
類
の
う
ち
、
現
に
教
育
職
員
と
し
て
在
職
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
必
要

と
認
め
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
身
分
証
矧
者
及
び
身
体
に
関
す
る
証
明
書
は

省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2
、
略



義之曹儀式（鱒4集一義10彙剛傷）
義　鷹　　●

事嘉蝿 l礪住靡ト

好マ
雷　 月　 ．古生

事　　　　　　　　　　　 轟

媚　　　 ｛ 事　故　名　讐 靡義年数

年　月　日から　 年　月　日量で ■　月

蠣　月　日から　 年　 月　日士で ■　月

雷　月　 8から　 ■　 月　d tで 雷　月

攣 Jl Eは吟 ．雷　 月　日士で 年　月

年　月　Bから　 雷　月　F tで 雷　■

雷　月　8から　 ■　月　日暮で 年　月

■　月　百か争　 ■　月　8士で ■　月ト

嘉　　　　　　　　　　　 鴨

鱒　　　　 ｛ h　　 J　　 先

雷　 鳥　8から　 鴨　方　 8蒙で

嘗　月　 日から　 ■　月　 日責で

■　月　日から　 ■　■　冒亡で

粛　雷　す　さ　象　靡　扶

撫■■月日 彙靡状の義｛・義鶉 嘉　　 雷 攫　鳥　蠣　曽

′

貫　　　　　　　　　　 轟

年　　 月　　 日

嘉　上　巳　｛　丁　も 11 疇

年　　 月　　 日

上妃のとより穐濃も中土せん．
年　　月　　8

氏　　名

注　r轟轟J鴨のr■糠先J軋義貞■にもっては義名もだ義してください．

霊2曹義貞く雷4義一簾l棚傷）

虞　　　　　轟　　　　　■

上七〇と＊I義纂島I鷺曽ん．

■　月　　F

貞　義　　　　　　●

鐘l r嘉劃儀Or仙帆義人義に遇っては義義l軋■してください．

jA事前的鯛嘩！轡j札
よth…蜘触び粥聯繕え
Jt夢ごてT＝儀如上句陣場憧独春竃

j隻数ごてて側ゆき≠す、＿嶋紳身や財的特軸．
ふなや著．

＿纏！史だTTP事騨脚き噂巧遅やち月耕善芸的吼

鼎を畦噂七霊力で義義すもこと閻声雪噂号モ
嶋○剛体七抽象し又はこれに加入した曽

■　－・■　－－－　■　－■一・■－→■　－・－　■■、■　－■●　●－　ll．■

豪儀義 l諷塵可

ふりがな
貞 一亀 ■　 月　　日生

響　 ’　　　　　　　 義

・揮　　　　　　　 ｛ 攣　 校　 名　 讐 曽紳義

鴨　月　日から　■　月　日士で ■　月

雷　月　日から　攣　月　Ftで ‘年　月

攣　月　日轟・ら　攣　月　日まで 年　月

雷　月　日から　雷　月　日tで 年　月

雷　月　日から　■■月　旦tt 年　月

■　月　日から　攣　月　Ftで ■　月

雷　月　日から　雷　月　ローで 寧　月

叢　　　　　　　　　　 書

鋼　　　　　　　 ｛ ■　　　 轟　　　 先

■　月　打から　雷　月　日tt

年　月　日から　攣　月　ロまで

韓　月　ロから　＊　月　ローで

蘭　 書　 十　 も・先　 鞭 ．状

鐙与り 可集… 。… ・義巾 小 事■柵曽

l l 量



講11鴨傷まく算13義の2胃蠣）

攣・月　　日
＃鼻鼻義胃義貞曇　繍

貞出曽　　　　　　　　　　　貞

義青嶋鼻先欝址”鼻の2鼻2噂の媚薫ヒ上〇、榊貞義■の任用について大のときり膚け出土す．

′一‾、

義義曽 I州 可

缶●又は
貰用しよ
うと雷も
雷

鑓　 膚

▲l l l
氏　 も 虫攣月日

亀住押■ 竃仕儀｛
■　 月 胃から

■　 月 8 士で

嶋q0 1 岬｛義 鴨｛

鼻賽鐘

亀■千★
曽t 薫贅
と鴨離し
た義山

攣　 遍

鼻　 轟

鴨£雷電

義▼義鼻先絆故事E鼻嘉l疇■き雷から雷d 尊重での1 電仁義■しかl．

上EOと■中嶋轟もl嚢せん．

故　義雷義■《靡撫嘉島轟霊l礪

；王ト‾｛　城常艶i
幕S雷・…・亀井状t上げの船竃貴け．▲義h分の日から2■仙しない鎗
鼻■十・・…一書＊寧璽≠善行のF鼠義に加－て．日本訂暮艶文はその下仁慮立した〟モ■カで

蜘す■ことt字義Ta義彙モ〇線の打鍵棚し．又はこれに加入した卦

蓬　義曾義貞彙靡換算5鼻暮1才

雷3曹●●・加瀬嘆ききざ禦埠専毒

嘉1雷叫…・・・鵬以上の雛鳥曽もれた曽

雷5雷・・叫・・鼻炸状最上伽船t薫け・義駄弁○沖も2年t義遍しない
■

′へ　嘉川…・仙丘＊■薫畿轟か柑徽たれ、て、腋象職畿又はモOTに虞立

は義勲霊力で義義するととセ主義す鳩麓モ○義の醍鯵七義

貞し、又はこれに加入した■

粛lけ撫貴く雷13集02■舶

年　月　　日

轟如鼻義雷雷貞義　義

貞出曽　　　　　　邑

義雷徽鼻先靡瞳嘉鼻の蠍2瓢○舶虹より・蝉鸞雷韓鱒の任用について加

と＊り虞け出tす．

t　 t ■　 I響叫

優●又は嘉用し

よI とナ軋曽

鐘　 膚

▲ケがな
虚　 名 生蠣月日

鵡　 庄　 内　 ■ 轟任九蘭
攣 月 計から

＊ 月 日雷で

義蝉 （鶉■）名 嶋 ■ 嚢 嶋闘

・島　 貫　 瞳

任用チ重義t ■
鶏と『蠣した1

由

攣　　　　 義

真　　　　 義

糟　 七　 事　 覆

義雷義貞丸井洗鱒5象雷l礪嘉川 から嘉 川 まで○義豪に義媚しない．

上記のとおり禰濃為り士せん．

旧●


